
多様な産業が咲き誇る　生涯チャレンジ都市　阿南

　

広報

1月号　No.774
令和5年（2023年）1月１日

北の脇海水浴場から日の出を望む
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ＡＩチャットボットを導入しました
市役所へのご質問に「ＡＩあななん」がお答えします

防災行政無線の緊急情報を
LINEで即時配信します

道路・公園・防犯灯の損傷、不具合通報システム

【配信内容】

地震・津波情報（緊急地震速報、震度情報、津波予報）
国民保護情報（ゲリラ、航空攻撃、弾道ミサイル、大規模テロ）
災害情報（気象警報、土砂災害、河川洪水 等）
避難情報（高齢者等避難、避難指示、緊急安全確保 等）
その他（新型コロナウイルス関連、行方不明者情報 等）

※配信内容は、市ホームページ「お役立ち情報」の
　「防災・安全情報配信履歴」でも確認できます。

　本市では、従来、電話等により市民の皆さまから通報いただいていた道路等の損傷状況
について、通報にかかる利便性の向上を図るとともに、市民協働のまちづくりを進めていくため、
阿南市LINE公式アカウントから使える通報システムを作成しました。
　皆さまの普段の"気づき″をぜひ市役所に教えてください。

　防災情報等の緊急情報は、防災行政無線のほか、「緊急速報（エリア）メール」
「登録制メール」「ケーブルテレビ（自主放送チャンネル）テロップ」「テレビ（データ
放送）」「自動電話応答サービス（☎28-9000）」など複数の手段を用いて市民の皆
さまに発信しています。

　本市では、市役所の業務や手続等に関するご質問にAI（人工知能）
が対話形式でお答えする「AIチャットボット」を導入しました。
　「AIあななん」が24時間365日いつでも皆さまの検索をサポートし、
適切なホームページ等にご案内します。

1

2
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危機管理課　☎22-9191

行革デジタル戦略課  　☎24-8024

使⽤⽅法

使⽤⽅法

スマートフォンをお使いの場合は、阿南市LINE
公式アカウントに友だち登録すると、リッチメ
ニューから１タップでご利用いただけます。

阿南市ホームページ右下の
「あななん」をクリック ＡＩチャットボットの

ウインドウが開くので、
質問内容を入力

「出典:三菱総合研究所、日本ビジネスシステムズおよび LINE」

「出典:三菱総合研究所および日本ビジネスシステムズ」

LINE からの
ご利用が便利です！

　問い合わせ

　問い合わせ

　問い合わせ

※各チャットにおける回答内容に関するご質問は、それぞれの担当課等にお問い合わせください。

①

「電子申請」→
通報する項目を選択

②

「許可する」をタップする
※２回目以降は省略されます

「同意する」をタップする

④ ⑤ ⑥

通報事項を入力後、
「確認へ進む」をタップする

入力事項を確認後、
「申込む」をタップする

ご自宅等から通報さ
れる場合はこちら

現場から通報される
場合はこちら

③

道路に関すること　→　土木課
公園に関すること　→　まちづくり推進課（都市公園等）
	 	 こども課（児童遊園等の公園）
	 	 住宅課（市営住宅の公園）
防犯灯に関すること→　市民活動支援室

☎22‐1595
☎22‐1596
☎22‐1593
☎22‐3431
☎24‐8061

阿南市LINE公式アカウント
登録（友だち追加）の方法

※パソコンからも通報システムをご利用いただけますが、利用者登録が必要となります。
※LINE側には、入力いただいた情報は一切連携されず、通報情報や処理情報は、
　県で共同利用する電子申請システム内で安全に保管されます。
※位置情報取得に関して、個人のスマートフォンの設定等により、位置情報が取得
　できない場合や、取得に対する許可確認が出ない場合があります。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
機
能
を
強
化

「許可しない」 「許可」

LINE 上の「友だち追加」画面
から２次元コードを読み取り、
阿南市を友だち登録してください。
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問い合わせ　行革デジタル戦略課　☎24‐8024

行財政改革
連載
第4回

行財政集中改革プラン

持続可能な阿南市をめざして
　本市では、将来にわたって持続可能な行財政基盤を構築していくため、令和3年度か
らの3年間を計画期間とする「阿南市行財政集中改革プラン」に基づく行財政改革に取
り組んでいます。本連載は、取組の進捗状況について市民の皆さまに分かりやすくお伝
えすることを目的とし、連載4回目では、「公共施設マネジメント」と「スマート自治体」
の取組についてお知らせします。（全4回）

　１　「公共施設マネジメント」の取組

　２　「スマート自治体」の取組　

安定的な財政基盤の確立としなやかさのある行財政体質への転換

阿南市公共施設等総合管理計画及び個別施設計画に基づき、公有財産の有効活用や維持管理
経費の適正化等を推進します。

先進技術の積極的活用により、業務の自動化・標準化を推進し、行政サービスなどを効率的
に提供できる市役所づくりを進めます。

改訂後の集中改革プランを市ホームページで公開しています。

　⑴ 未利用不動産の売却・貸付

◯未利用不動産に対する市場ニーズ
を把握するため、現在保有してい
る市有財産の一部を市ホームペー
ジで公開し、売却・貸付を積極的
に推進しています。

◯現在までの売却・貸付件数4件、財政効果約2,788万円

　⑵ トライアル・サウンディング事業

◯公共施設の有効活用を目的として、公共施設の空きスペース等を民間事業者が暫定利用できる
「トライアル・サウンディング事業」を4月から実施し、多数の事業者や市民の皆さまにご参加
いただくことで、公共施設が持つ新たな可能性を検証しています。

　

⑴ 「おくやみコーナー」の開設

◯身近な方が亡くなられた場合の行政手続をワン
ストップで行える窓口を開設し、手続に要する
時間を約30％短縮することで、ご遺族の負担軽
減を図っています。

⑵ 行政手続のスマート化・オンライン化の推進

 ◯市民の皆さまから道路・公園・防犯灯の損傷、不具合を現場からスマート
　フォンで通報いただける仕組みを職員の開発により導入しました。
　（詳しくは3ページ）
◯市役所の業務や手続等に関する質問にAI（人工知能）が対話形式で回答
　するAIチャットボット「AIあななん」を導入しました。（詳しくは2ページ）
◯LINE公式アカウントとの連携により、自宅にいながらスマートフォン等で
　国民健康保険関係手続や高齢者の無料バス券の交付申請などの各種行
   政 手続を行える環境を順次整備していきます。

未利用不動産の一例

旧阿南市学校給食会跡地用地
（向原町天羽畭）

阿南市LINE公式アカウント

新野保育所新築移転による残地用地
（新野町東馬場）　　

収穫体験 食育体験 エンジンロケット教室

秋の夜長マルシェ
出張！クレエール
子ども食堂 in 阿南 サマーナイトフェスティバル

ＮＡＮＡマルシェハロウィン コスプレ実証実験 黄昏月のヨガ

「おくやみコーナー」で取り扱う行政手続
印鑑登録証、マイナンバーカード、国民健康
保険、後期高齢者医療、こども医療、国民年金、
児童手当、児童扶養手当、障害者手帳、医療
費受給者証、特別障害者手当、介護保険、原
動機付自転車、固定資産税　　など

これまでご紹介した行財政改革の取組などを
踏まえた主な財政指標の推移については、次
の各グラフのとおりです。

（グラフの単位は全て「百万円」）

「臨時財政対策債」については、地方交付税の不足分の補填のため発行さ
れる地方債であり、後年度の地方交付税で措置されるものであるため、こ
れを除くと市債残高はほぼ平成30年度の水準で推移しています。

市にとっての預貯金である「財政調整基金」は、これまで取り崩しが続い
ていましたが、令和3年度には約8億9,400万円を積立てました。

当該年度における実質的な収支を把握するための指標である「実質単年度
収支」は令和３年度決算では約20億7,800万円の黒字に転じています。

　　阿南市役所庁舎、科学センターおよび中林保育所を対象としたトライアル・サウンディングの実施期間は、
　　令和４年 12 月までを予定していましたが、令和５年３月末まで延長します。

市債年度末現在高の推移（一般会計）

財政調整基金の推移実質単年度収支の推移
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令和5年４月採用予定の
会計年度任用職員を募集します
※試験案内は申込期間中に担当課で配布またはホームページに掲載します。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。

その他の条件

・期末手当の支給は、勤務日数等の要件によります。
・通勤費を市の規定に基づいて支給します。
・休日は原則、土、日、祝日ですが、職場によって異なります。
・年次有給休暇等を市の規定に基づき付与します。
・勤務日数等により、健康保険、厚生年金保険、雇用保険、互助会に加入します。
・給与等は、11月1日現在のものであり、給与制度改定等により変更する可能性があります。

保健センター職員 図書館司書・図書館事務員

保健センターにおける
保健事業業務補助

那賀川・羽ノ浦図書館および
市役所図書館カウンターにおける
図書館業務
①図書館司書
②図書館事務員

業務内容

8：30～16：30（7時間）
8：30～18：15の間で7時間（シフト制）
図書館開館日の土、日、祝日の勤務あり

（ローテーション制）
勤務時間

①保健師
②看護師
③助産師
④管理栄養士
※令和5年3月31日までに取得見込可

パソコンの基本操作ができる方で
①は司書資格を有する方または
令和5年3月31日までに取得見込みの方

応募資格

①日額8,071円～8,359円
②日額7,092円～7,606円
③日額8,071円～8,359円
④日額8,071円～8,359円

①日額7,092円～7,606円
②日額6,671円～7,092円 給 与 等

業務の必要に応じて採用します。 業務の必要に応じて採用します。
（令和4年度実績：①3人②6人）

採用予定
人 員

市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格証
明書の写しを添えて、保健センターに提出し
てください。

市販の履歴書（自筆・写真貼付）、①に応募
される方は司書資格が確認できる書類を添え
て那賀川図書館に提出してください。

申込方法

1月13日㈮～2月3日㈮
※土、日曜日は除く

1月12日㈭～26日㈭　10：00～18：00
※月曜日を除く 申込期間

面接試験 面接試験 試験内容

2月23日㈷ 2月5日㈰ 試 験 日

健康づくりセンター 市役所 試験場所

保健センター
☎22‐1590

那賀川図書館　
☎42-3111 問い合わせ

事務員 ごみ収集作業員

業務内容 市役所（本庁および出先機関）における
窓口業務等の事務補助

市内家庭ごみの収集および
環境管理事務所における業務

（勤務地：環境管理事務所またはエコパーク阿南）
①作業員　②作業員（午前）
③運転兼作業員　④用務兼作業員

勤務時間 8：30～17：15の間で7時間程度

①7：30～16：00 (7時間30分)
②7：30～12：00（4時間30分）
③7：30～16：00（7時間30分）
④7：30～16：00（7時間30分）
※①③④は、月～金の週5日勤務、
　②のみ、月・火・木・金の週4日勤務。

応募資格 パソコンの基本操作ができる方
平成17年4月１日以前に生まれた方が対象。
また、③は運転免許等の要件があります。
応募資格の詳細は、試験案内でご確認ください。

給 与 等 日額6,671円～7,092円
①日額9,020円～9,471円
②日額5,412円～5,682円
③日額10,471円～11,026円
④日額7,020円～9,471円

採用予定
人 員

業務の必要に応じて採用します。
（令和4年度実績：73人） 業務の必要に応じて採用します。

申込方法
指定申込用紙に必要事項を記入し、
人事課へ提出してください。

（郵送を推奨）

生活環境課備え付けの申込用紙に、必要事項を
記入し(自筆・写真貼付)、生活環境課に提出して
ください。

申込期間 1月6日㈮～19日㈭
※土、日、祝日は除く

1月10日㈫～20日㈮　8：00～16：00　
※土、日曜日は除く

試験内容
①筆記試験　②録画動画面接
※ 録画動画面接の詳細は、①筆記試

験時に説明します。
※①、②とも受験が必須です。

面接、筆記、体力試験

試 験 日 ①2月5日㈰　
②2月6日㈪以降の指定する期間内 1月28日㈯

試験場所 ①文化会館 環境管理事務所

問い合わせ 人事課
☎22‐1112

生活環境課
☎22‐0001
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障害支援区分認定調査員 介護認定調査員 子ども家庭支援員

業務内容

障害支援区分認定調査。（障
がい福祉サービス等の申請者宅
または市役所において、障害程
度や日常生活に関する80項目
の調査等。マニュアルや研修も
あるので、未経験の方も可能。）

要介護認定申請者宅等
を訪問し、心身の状況を
調査

支援を要する児童およびその家
庭に関する相談、助言、援助等

勤務時間 月～金曜日8：30～16：30
（7時間）（祝日等を除く） 8：30～16：30（7時間） 平日9：00～17：00（7時間）

（祝日、年末年始除く）

応募資格

次のすべてに該当する方
⑴社会福祉士、精神保健福
祉士、保健師、看護師のいず
れかの資格を有する方
⑵普通自動車運転免許を有
する方

看護師または介護支援専門
員の資格を有し、普通自動
車運転免許を有する方

次のすべてに該当する方
⑴社会福祉士・精神保健福祉士・公認心
理師・保健師・保育士・教職員免許法に規
定する普通免許状などの資格を有する方
⑵2年以上の児童福祉に関する相談・指
導業務経験があり、児童虐待事案の対処
ができる方
⑶普通自動車運転免許（AT限定可）を有
し、パソコンの基本的な操作ができる方

給 与 等
日額8,071円～8,359円

※その他の条件は、6ページ
に記載しています。

日額8,359円
※その他の条件は、6ペー

ジに記載しています。

日額7,606円
※その他の条件は、6ページに

記載しています。

採用予定
人 員 若干名 業務の必要に応じて採用しま

す。（令和4年度実績：4人） 若干名

申込方法

市販の履歴書（自筆・写真
貼付）に資格証明および普
通自動車運転免許証の写し
を添えて、地域共生推進課
へ提出してください。

市販の履歴書（自筆・写真
貼付）に看護師免許証また
は介護支援専門員証およ
び普通自動車運転免許証
の写しを添えて介護保険課
に提出してください。

市販の履歴書（自筆・写真貼
付）に資格証明および普通自
動車運転免許証の写しを添え
て、こども相談室へ提出してくだ
さい。

申込期間 1月4日㈬～31日㈫
※土、日、祝日は除く

1月5日㈭～20日㈮
※土、日、祝日は除く

1月4日㈬～17日㈫
※土、日、祝日は除く

試験内容 面接試験 面接試験 面接試験

試 験 日 2月18日㈯ 2月4日㈯ 1月22日㈰

試験場所 市役所 市役所 富岡公民館

問い合わせ 地域共生推進課
☎22‐3440

介護保険課
☎24‐8007

こども相談室
☎22‐1677

令和5年４月採用予定の
会計年度任用職員を募集します
※試験案内は申込期間中に担当課で配布またはホームページに掲載します。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。
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阿南市へ
●金519,500円
　明治安田生命保険相互会社
　徳島支社
　支社長　小林幸子様から
　「私の地元応援募金」
　�地域住民の健康増進、
　子育て支援等のために
消防本部へ
●金50,000円
　�市民の方から救急用品購入
代として

ご寄贈いただき
ありがとうございました。

おくりもの
�

問い合わせ　環境保全課　☎22-3413

問い合わせ　臨時特別給付金対策室　☎22-3401

節電対策のお願い
　今年度、冬季の電力需給は厳しい状況が見込まれ
ており、政府から全国の皆さまに対して、12月1日㈭
から３月31日㈮までの節電が求められています。
　日常生活に支障のない範囲で、照明やその他電気
機器のご使用を控えるなど、電気の効率的な利用に
ご協力くださいますようお願いします。

節電の取組　
▶�重ね着などをして、無理のない範囲で暖房機器の
設定温度を下げる
▶不要な照明は消すなど
※�詳しくは、経済産業省資源エネル
ギー庁の省エネポータルサイトを
ご覧ください。

支給対象者　
　�令和4年9月30日（基準日）において阿南市に住所を有す
る世帯で、令和４年度住民税が「均等割のみ課税」または
「均等割のみ課税者と非課税者」で構成される世帯。ただ
し、住民税所得割を課税されている者に世帯員全員が扶
養されている世帯を除きます。
　※�電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（5万円）
の支給要件を満たす世帯、支給をすでに受けた世帯ま
たは当該世帯主であった方を含む世帯は、本給付金の
対象となりません。

支給までの流れ
　�①�対象と思われる世帯に確認書等を送付（令和４年12月
下旬以降発送）

　�②�確認書等を返送していただきます。確認書等は２月２８
日㈫までにご返送ください。

　③�受取口座への振り込み(書類不備がなければ30日以内
に振込予定)

住民税均等割のみ課税世帯とは
◎�住民税均等割のみ課税されている方だけで構
成されている世帯
◎�住民税均等割のみ課税されている方＋非課税
の方で構成されている世帯

住民税均等割のみ課税されている方とは
市民税均等割3,５００円

+
県民税均等割1,500円

＝

住民税額５,０００円の方

阿南市低所得世帯物価高騰重点支援給付金のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
物価高騰などにより家計への影響が大きい方々への
支援として、国の住民税非課税世帯等に対する給付金
の対象とならない世帯のうち「住民税均等割のみ課税
世帯」に対して１世帯あたり５万円を阿南市独自事業と
して支給します。

給付金の支給額

1世帯あたり�5万円

対象世帯から申請が必要です。
市から確認書（または申請書）を送付しますので、

返送をお願いします。



令和5年2月末までにマイナンバーカードを申請された方が、
マイナポイント申込の対象になります。

広報 あなん  2023.01   10

問い合わせ　市民生活課　☎22-1116

１月のマイナンバーカード特設窓口
写真撮影等の申請サポートと、マイナポイントの申込のお手伝いをしています。
ドラえもんグッズ（カードケース、クリアファイル）をプレゼントします。（先着順）
日程　月～金曜日、および15日㈰、29日㈰の8：30～17：00
場所　阿南市役所1階　多目的スペース　※場所は変更となる場合があります。

マイナンバーカードの申請に
必要なもの

①�２次元コード付き個人番号カード交付
申請書
※�①がない場合は、本人確認書類（運
転免許証等の顔写真付きなら１点、
健康保険証や年金手帳等の顔写真
なしなら２点）

マイナポイントの申込に必要なもの
①マイナンバーカード
②�利用者証明用電子証明書の暗証番号（マイナンバーカード取得時に
設定した数字４桁）
③�各キャッシュレス決済サービスが指定する「決済サービスID」および
「セキュリティコード」
④�通帳情報と券面事項入力補助用の暗証番号（公金受取口座登録を
する場合）

��

問い合わせ　税務課固定資産税担当　☎22-111４問い合わせ　税務課納税係　☎22-1792

固定資産税について令和５年1月から軽自動車税納付
確認システム（軽JNKS）で

継続検査窓口での納税証明書の
提示が原則不要になります

固定資産税とは
　毎年1月1日（賦課期日）に、土地、家屋または償却資産
を所有または使用している人がその固定資産税の価格を
もとに算出された税額をその所在する市区町村に納める
税金です。
土地の評価について
　地目については、その年の1月1日の現況地目等によっ
て評価しており、調査のためお伺いすることがありますの
で、ご協力をお願いします。
新築家屋の評価について
　令和4年1月2日以降に新築された家屋の評価を順次
実施しています。家屋の評価については、均衡のとれた
公平な固定資産税の課税のために家屋の内部および外
部について詳細な調査を行う必要がありますので、ご協
力をお願いします。
償却資産の申告について
　令和5年度の償却資産の申告書を12月に発送していま
す。事業用資産を所有している法人および個人の方は、
令和5年1月1日現在、所有している資産について令和5
年1月31日㈫までに申告してください。なお、10キロワッ
トを超える太陽光発電については、償却資産申告対象と
なります。
次の場合は連絡してください
　土地については、利用形態を変更したとき、家屋につい
ては、家屋の取り壊しや増築、新築をしたときなどです。

※�以下の場合は、納税証明書の提示が必
要となる場合があります。

・�納付したばかりのため、軽JNKSに納付
情報が登録されていない場合
・�中古車の購入直後の場合�　
・�他の市区町村へ引っ越した直後の場合
・�対象車両に過去の未納がある場合�

　納付情報が軽JNKSに登録されるまで相
応の日数を要する場合があります。車検の日
程が迫っている場合などお急ぎの際は、早め
の納税をお願いします。

ご注意ください　二輪の小型自動車（排気量250cc超の二輪車）
については、従来どおり納税証明書の提示が必要です。
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申請・問い合わせ　地域共生推進課　☎22ー3440 問い合わせ　保険年金課　☎22ー1118

交�付対象　65歳以上で、介護認定を受けており、障害者手
帳の交付を受けていない方
　※要支援の方は対象外
利�用先等　所得税や市・県民税の確定申告等において、障
害者手帳の代わりに、税法上の「特別障害者控除」または
「障害者控除」を受けることができます。
　�　「障害者控除対象者認定書」の交付を既に受けており、
要介護認定状態区分に変更がない方は、前回交付された
認定書を引き続き使用できます。
　※�特別障害者・障害者の区分は、介護認定の内容を審査
するため、必ず認定されるとは限りません。認定情報確
認のため、交付が後日郵送となる場合があります。

申請受付�　１月６日㈮～
申�請に必要なもの　介護保険被保険者証、
印鑑、申請者の本人確認ができる書類、
委任状（対象者以外が申請する場合）等。
　�　申請できる方は、対象者本人またはそ
の親族です。

　老齢年金は、所得税法上の雑所得とし
て課税の対象になっています。そのため、
老齢年金を受けている方には、1年間の年
金の支払総額などを記載した「公的年金等
の源泉徴収票」が１月中旬から下旬にかけ
て送付されますので、確定申告の際に使用
してください。
　ただし、障害年金・遺族年金は、課税の
対象となっていないため、源泉徴収票は送
付されません。
　なお、源泉徴収票を紛失された場合や未
着の場合等には、ねんきんネットや徳島南
年金事務所（☎088‐652‐1511）において
源泉徴収票の
再交付の受付を
行っています。

　新型コロナウイルス感染
症の療養のために労務に服
することができない被保険者
等に係る傷病手当金の適用
期間が、令和５年３月31日㈮
まで延長されました。

国民健康保険の申請先および問い合わせ
保険年金課　☎22-1118

※支給対象者、支給金額等については、
市ホームページをご覧ください。

後期高齢者医療制度の問い合わせ
保険年金課　☎22-8064

徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
☎088-677-3666

※�申請を希望する場合は、必ず事前にご連絡の上、
申請してください。

障害者控除対象者認定書を
受けることができます

公的年金等の
源泉徴収票を送付します

国民健康保険・後期高齢者医療制度
傷病手当金の適用期間を

延長します
国民年金に加入しています。確定申告書に
添付する社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書を紛失したのですが再発行はできます
か。

再発行は可能です。紛失等により再発行が
必要な方は、徳島南年金事務所お客様相談

室（☎088-652-1511）までご連絡をお願いし
ます。
　なお、国民年金保険料（過年度分および追納・
後納された保険料を含む）を令和４年1月1日か
ら令和４年9月30日までの間に納付された方は、
控除証明書が令和４年11月上旬に日本年金機構
から送付されています。
　また、令和４年10月1日から12月31日までの
間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方
は、令和５年2月上旬に送付されます。

Ｑ

Ａ

年金相談
Ｑ＆Ａ

問い合わせ　保険年金課　☎22ー１１１８
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問い合わせ　警防課　☎22-3796問い合わせ　環境保全課　☎22-3413

申し込み・問い合わせ　ふるさと未来課　☎22-7404
申し込み・問い合わせ　総務課　☎22-3804
e-mail：kanri@anan.i-tokushima.jp

令和５年
阿南市消防
出初式について

建設工事等の競争入札参加資格
審査申請書の受付

令和4年度
地域おこし協力隊

活動報告会のお知らせ

　新年に際し、消防団員と消防職
員の士気の高揚と職務の重要性を
再認識し、防災に対する新たな決
意と防火意識の高揚を図り安心安
全なまちづくりの達成を目指すこと
を目的として行われるものです。

日時　1月１５日㈰　10：00～
場所　夢ホール（文化会館）
※�新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、規模を縮小し開催しま
す。一般の方の参加はご遠慮く
ださい。

　 ESD は、Education�for�Sustainable�
Developmentの略で「持続可能な開発のた
めの教育」と訳されています。
　ESDの考え方、取組方を地域の実践者から
学び、本市における子どもたちの生きものをテ
ーマとした学習内容、研究内容を発表していた
だきます。多数のご参加をお待ちしています。
日時　２月11日㈷�13：30～16：00（開場13：00～）
場所　ひまわり会館2階　ふれあいホール
入場　無料
演題　ESDと生物多様性
講師　井上�修さん（善通寺こどもエコクラブ、樹木医）
　　　中岡惠司さん（愛媛ダイビングセンター）
発表（予定）　長生・宮内ゼミ、吉井小学校、阿南中学校

第10回�阿南市生物多様性フォーラム
～ESDと生物多様性～

　令和5、6年度に市が発注する建設工事【定期受付】
および令和5年度に市が発注する建設工事に係る測
量・建設コンサルタント業務等【追加受付】の入札に参
加を希望される方は、申請書等を提出してください。
受�付期間　１月16日㈪～27日㈮（土、日曜日を除く）
　�県との共同受付となりますので、必ずホームペー
ジ等でご確認ください。
提�出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入
札ホームページをご覧ください。

　令和4年度地域おこし協力隊活動報告会を開催
しますので、ぜひご参加ください。
日時　2月1日㈬�14：00～16：00
場所　市役所3階　303会議室
対象　�ご興味のある方はどなたでもご自由にお越

しください。
タイムスケジュール
　14：00～　開会（協力隊事業概要説明）
　14：10～　新野地区
� （西尾保紀、藤沢大樹）
　14：30～　加茂谷地区
� （岡﨑裕樹）
　14：50～　富岡地区
� （柳田主税）
　15：10～　サステナブル阿南
� （安治大祐、柴田寛生）
　15：30～　グランフィットネス阿南観光協会
� （齊藤悠河、平瀬紗衣）
　16：00�　　閉会

物品購入等の競争入札参加資格
審査申請書の受付【追加申請】

　令和4～7年度に市が発注する物品購入等の指
名競争入札に参加を希望される方は、｢競争入札参
加資格審査申請書｣を提出してください。
　ただし、令和4年7月１日から11月30日までの間
に、すでに申請された方は不要ですが、営業種目お
よび営業品目について変更を希望される場合は、変
更届を提出してください。
受付期間　１月11日㈬～2月10日㈮
　　　　　（土、日曜日を除く）
提出書類等　市ホームページをご覧ください。

ESDはSDGs17の全ての
目標実現の鍵（出所：文部科
学省ホームページ）
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２月４日㈯　9：45～16：00（予定）

1月8日㈰

�

申し込み・問い合わせ　人権教育課　☎22-3392

阿南市人権教育・啓発研究講座
（冬期）

　講座を集中的に開催することで、人権課題をより
専門的に学び見識を深めます。
日時　１月６日㈮、10日㈫　14：00～16：00
場所　市役所２階　202会議室
演題　６日� 「部落の起源について」
　　　10日�「死しても残る差別
　　　　　　　　　～差別戒名に学ぶ～」
講師　徳島県人権教育指導員　稲村健一さん

申し込み・問い合わせ　生涯学習課　☎22-3391

令和５年�阿南市二十歳の成人式

第１部　10：00開式�（受付9：00～）
　　　　該当地区　�桑野・新野・橘・椿・福井・
� 那賀川・羽ノ浦
第２部　14：00開式�（受付13：00～）
　　　　該当地区　�富岡・中野島・宝田・長生・
� 大野・加茂谷・見能林
場　所　夢ホール（文化会館）　
該当者　�平成14年4月2日から平成15年4月1日

までに生まれた方で、出席
を希望される方

※�事前申込がお済みでない方は、右
の2次元コードを読み取り、申込
を済ませてください。
※�車で来られる場合は、乗り合わせに
ご協力ください。
※�該当者以外は、式会場に入館でき
ません。
※�式はYouTube「阿南市公式チャ
ンネル」にてライブ配信します。

　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの
課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実
践について研究します。

�

問い合わせ　生涯学習課　☎22-3391

第３１回
阿南市生涯学習推進大会

開 催 日　1月28日㈯
場　　所　文化会館２階　研修室
大会受付　13：00
開　　会　14：00
記念講演　14：10
　「今日から始められるお片付け～基本編～」
講　　師　整理収納アドバイザー　迎　純子さん
　�　「わが家のかたづけ」代
表。徳島で活躍している
整理収納アドバイザー&
防災士。さまざまな立場
や環境、年齢の方からお
かたづけの悩みを解決す
るサポートを行っています。
閉　　会　15：40
申�込方法　生涯学習課または市内の各公民館に備
え付けの申込書に記入の上、各窓口に提出して
ください。
申込締切日　１月11日㈬（必着）

ぜひ、ご家族みなさんで
ご来場ください！
（入場無料）

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ
人権教育課　☎22-3392　FAX�22-4785

阿南市人権教育研究大会に
ご参加ください

事前申込
フォーム

阿南市公式
チャンネル

参加費　無料
研究内容および場所　
　＜全体会＞開会行事・基調・大会宣言・
�　　　　　講演「鳥取ループ裁判の現状と
　　　　　　　　　　　　　　人権教育の課題」
　　講師�　部落解放同盟中央本部
�　　　　　副委員長　片岡明幸さん
　　　　　※手話通訳・要約筆記通訳あり
　　場所　夢ホール（文化会館）
　＜分科会＞
　　第１分科会（就学前教育）
　　　文化会館１階　ホール
　　第２分科会（小・中学校教育）
　　　富岡公民館２階　大ホール
　　第３分科会（高校・高専・特別支援学校教育）
　　　文化会館２階　研修室１
　　第４分科会（社会教育）
　　　文化会館１階　視聴覚室
　　第５分科会（行政）
　　　ロイヤルガーデンホテル１階　パールの間
　　※�手話通訳を希望される方は、１月20日㈮まで

に人権教育課へお申し込みください。
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育
休
退
所
の
新
た
な
方
針
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
育
児
休
業
に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が

可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
保
育
所
を
退
所
し
て
い
た

だ
き
、
育
児
休
業
終
了
後
の
職
場
復
帰
な
ど
保
育
の

必
要
性
の
高
い
方
の
入
所
を
優
先
す
る
い
わ
ゆ
る
育

休
退
所
を
、
段
階
的
に
要
件
を
緩
和
し
な
が
ら
も
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
多
方
面
か
ら
早
期
の
制
度
撤
廃

に
つ
い
て
強
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
の
待
機
児
童
数
は
、
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
11
月
１
日
現
在
ま
で
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
継
続
し
て
お
り
、
来
春
に
は
羽
ノ
浦
地
区
の
民

間
に
よ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
を
控

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
協
議
・
検
証
を
行
っ

た
結
果
、
令
和
５
年
４
月
入
所
時
か
ら
の
育
休
退
所

に
つ
い
て
、
新
た
な
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
に

限
り
継
続
利
用
を
可
能
と
し
て
い
た
年
齢
制
限
を
廃

止
し
、
す
べ
て
の
年
齢
の
児
童
に
つ
い
て
、
育
児
休
業

に
係
る
子
が
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
月
末
ま
で
継

続
利
用
を
可
能
と
し
ま
す
。
ま
た
、
１
歳
を
迎
え
る

児
童
が
保
育
所
等
の
空
き
が
な
く
入
所
で
き
な
い
場

合
に
は
、
６
カ
月
の
延
長
・
再
延
長
を
可
能
と
し
、

最
長
で
２
歳
の
誕
生
日
の
月
末
ま
で
継
続
利
用
で
き

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

子
育
て
に
対
す
る
保
護
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
、
今
後
も
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
子
育
て
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
等
へ
の

バ
ス
券
交
付
事
業
に
つ
い
て

　

年
齢
70
歳
以
上
で
前
年
度
市
町
村
民
税
所
得
割

額
が
５
万
円
以
下
の
方
に
、
年
間
72
枚
の
無
料
回
数

券
を
交
付
す
る
高
齢
者
特
定
回
数
乗
車
券
等
交
付

事
業
は
、
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
阿
南
の
未
来
「
自

分
ご
と
」
会
議
に
お
い
て
、
要
改
善
の
判
定
を
受
け
、

「
利
用
率
向
上
の
た
め
に
は
回
数
券
よ
り
も
フ
リ
ー

パ
ス
の
交
付
が
有
効
」「
バ
ス
路
線
を
利
用
で
き
な
い

地
域
の
人
に
対
し
て
バ
ス
以
外
の
移
動
手
段
が
選
べ
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
べき
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
ご
意
見
、
ま
た
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
令
和
５
年
度
か
ら
利
用
機
会
の

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
要
件
に

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
を
加
え

る
と
と
も
に
、
バ
ス
券
の
交
付
枚
数
の
制
限
を
な
く

す
、
い
わ
ゆ
る
バ
ス
フ
リ
ー
乗
車
券
を
導
入
し
、
高
齢

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
バ
ス
の
利
用
促
進
に

も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

く
わ
え
て
、
自
分
ご
と
会
議
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
踏
ま
え
、
ま
た
阿
南
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
掲

げ
た
高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
視
点
か
ら
、

新
た
に
高
齢
者
向
け
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
導
入

　
令
和
４
年
７
月
に
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
を
行
っ
た
結

果
、
阿
南
信
用
金
庫
の
１
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、

庁
内
の
審
査
組
織
に
て
、
阿
南
信
用
金
庫
を
選
定
し
、

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
12
月
定
例
会 

市
長
所
信

　

施
設
の
愛
称
は
、
親
近

感
の
あ
る
運
動
施
設
と
の

意
味
を
込
め
た
「
し
ん
き

ん
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
」
と
の

提
案
を
採
択
し
、
愛
称
付

与
期
間
は
、
４
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
と
し
て
お
り
ま
す
。

阿
南
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

阿
南
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
複
合
型
施
設
（
通

称
「
う
み
て
ら
す
北
の
脇
」）
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

10
月
に
指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２

つ
の
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

選
定
委
員
会
を
開
催
し
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
株
式
会
社
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
（
リ
ン
ク
ワ
ー

ク
ス
）
の
提
案
内
容
が
、
事
業
運
営
を
安
定
的
か
つ

継
続
的
に
行
え
る
計
画
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
と
利
用
促
進
に
も
寄
与
す
る
優
れ
た

企
画
提
案
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
施
設
運
営
に
よ

り
、
本
市
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
で
あ
る
「
う
み
て

ら
す
北
の
脇
」
が
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

利
活
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
の

整
備
活
用
に
向
け
て

　

令
和
４
年
11
月
18
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文

部
科
学
大
臣
に
対
し
、
県
が
所
有
す
る
若
杉
山
辰
砂

採
掘
遺
跡
出
土
石
器
を
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
器
類

は
、「
わ
が
国
先
史
時
代
に
お
け
る
朱
の
生
産
の
実

態
を
示
す
、
極
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い
資
料
で
あ

る
。」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
遺
跡
は
令
和
元
年

10
月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て

令
和
４
年
３
月
に
は
本
史
跡
を

適
切
に
保
存
し
、
未
来
に
向
け

正
し
く
継
承
す
る
た
め
、
保
存

活
用
計
画
を
策
定
し
、
本
年
度

に
は
、
速
や
か
な
活
用
整
備
事

業
の
実
施
を
め
ざ
す
た
め
、
整

備
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
史
跡
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
地
域

活
性
化
に
繋
が
る
可
能
性
を
大
い
に
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
史
跡
の
整
備
・
活
用
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の
阿
南
駅
以
南
に
つ
い
て
は
、
鉄
道

利
用
者
の
多
く
を
占
め
る
学
生
の
減
少
や
社
会
情
勢

の
変
化
等
に
よ
っ
て
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
有
識
者
検
討

会
で
、
牟
岐
線
の
「
阿
南
‐
牟
岐
間
」「
牟
岐
‐
阿

波
海
南
間
」
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
線
区
と
し
て
、

今
後
鉄
道
存
続
策
や
バ
スへ
の
転
換
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
地
域
協
議
会
設
置
の
検
討
対
象
線
区
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
11
月

５
日
、「
Ｊ
Ｒ
四
国
：
牟
岐
線
を

考
え
る
『
首
長
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』」

と
題
し
た
勉
強
会
を
ひ
ま
わ
り
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
国
土
交
通

省
四
国
運
輸
局
か
ら
講
師
を
お
招

き
し
、
令
和
４
年
７
月
に
国
の
有

識
者
検
討
会
で
示
さ
れ
た
「
地
域

の
将
来
と
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の

在
り
方
に
関
す
る
提
言
」
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
牟
岐
線
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

牟
岐
線
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治
体
と

地
域
住
民
が
牟
岐
線
の
危
機
的
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
自
分
ご
と
と
し
て
捉

え
て
地
域
の
将
来
像
を
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
国
、
県
、
Ｊ
Ｒ
四
国
等

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
令
和
４
年
12
月
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
23
日
ま
で
の
19
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
施
策
に

つ
い
て
、
表
原
市
長
が
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書

館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

徳島県若杉山辰砂採掘遺跡出土石器

JR四国：牟岐線を考える「首長トップセミナー」



令和 4年秋の叙勲受章者が発表され、
本市では次の方々が受章されました。
その他の表彰等と併せてご披露します。

長年の功績
栄えある受章
おめでとうございます （11 月 30 日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を紹介しています。一部敬称略）

　
久
米
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
35
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
更
生
保
護
事

業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
阿
南
那
賀
地
区
保
護
司
会
監

事
、
理
事
、
阿
南
西
分
区
長
、
副

会
長
を
歴
任
。
常
に
社
会
奉
仕
の

精
神
で
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

の
あ
る
少
年
を
改
善
更
生
に
導
く

ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
予
防

活
動
や
更
生
保
護
思
想
の
啓
発
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
崎
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に
徳

島
地
方
裁
判
所
調
停
委
員
を
任
命

さ
れ
て
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
、

職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
豊
富

な
経
験
を
生
か
し
、
当
事
者
の
話

を
丁
寧
に
聴
き
、
公
平
か
つ
適
切

な
助
言
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

停
を
積
極
的
に
担
当
。
抜
群
の
調

整
能
力
を
発
揮
し
、
多
数
の
事
件

を
円
満
解
決
に
導
か
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
阿
南
ふ
れ
あ
い
生
活
学

校
の
運
営
委
員
長
や
市
の
社
会
教

育
委
員
と
し
て
、
地
域
社
会
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
橋
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
に
羽

ノ
浦
町
消
防
団
員
を
拝
命
さ
れ
て

以
来
、
43
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

消
防
団
活
動
に
従
事
し
、
市
消
防

団
の
副
団
長
や
羽
ノ
浦
分
団
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
災

害
発
生
時
に
は
現
場
に
迅
速
に
駆

け
つ
け
、
任
務
の
遂
行
に
全
力
を

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
安
全

指
導
に
も
惜
し
ま
な
い
努
力
を
さ

れ
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
に
徳

島
大
学
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
以

来
、
長
き
に
わ
た
り
、
看
護
業
務

や
教
育
、
病
院
の
運
営
管
理
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
、
看

護
記
録
の
電
子
化
の
中
心
的
役
割

を
担
う
な
ど
、
業
務
の
改
善
・
効

率
化
に
尽
力
。
病
院
勤
務
の
傍

ら
、
臨
床
教
授
と
し
て
看
護
学
生

の
講
義
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
後

進
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
下
さ
ん
は
、
税
務
の
専
門
家

と
し
て
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
有

し
、
四
国
税
理
士
会
徳
島
県
支
部

連
合
会
で
は
理
事
、
副
会
長
、
会

長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
長
き
に
わ

た
り
、
税
理
士
業
務
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
に
身
近
で

信
頼
さ
れ
る
税
理
士
を
め
ざ
し
、

県
支
部
に
所
属
す
る
税
理
士
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、

卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
衆
望
を

集
め
、
他
の
税
理
士
の
模
範
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
庄
野
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
て
以

来
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
警
察

職
務
に
精
励
し
、
警
察
各
般
に
お

い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る
な

ど
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
刑
事
警
察
部
門
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

湯
浅　

幸
子
さ
ん

向
原
町
（
76
歳
）

　
湯
浅
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
長
き
に
わ
た
り
、
経
済
セ
ン

サ
ス
活
動
調
査
を
は
じ
め
、
就
業

構
造
基
本
調
査
、
住
宅
土
地
統
計

調
査
、
国
勢
調
査
等
、
多
岐
に
わ

た
る
統
計
調
査
に
従
事
。
調
査
に

協
力
的
で
あ
り
、
調
査
票
の
整

理
・
内
容
検
査
は
正
確
か
つ
丁

寧
、
期
限
内
提
出
な
ど
責
任
感
が

強
い
と
こ
ろ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

二
宮　

章
さ
ん

那
賀
川
町
（
71
歳
）

　
二
宮
さ
ん
は
、
平
成
16
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
、
地
域
の
更
生
保
護
活

動
に
貢
献
さ
れ
、
罪
を
犯
し
た
多

く
の
人
の
更
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
阿
南
那
賀
地
区
保
護

司
会
事
務
局
次
長
、
事
務
局
長
、

理
事
と
し
て
会
の
発
展
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
野
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
大
野
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
主
体

的
に
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ

し
、
地
域
住
民
と
連
携
し
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
竹
を

使
っ
た
水
鉄
砲
遊
び
や
、
野
菜
・

果
物
の
収
穫
な
ど
、
地
域
住
民
・

団
体
の
協
力
の
下
、
貴
重
な
体
験

を
通
し
、
交
流
す
る
こ
と
で
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

て
い
ま
す
。

株
式
会
社
岡
部
機
械
工
業

　
国
の
重
要
な
統
計
作
成
の
た

め
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
必
要

性
を
十
分
に
理
解
し
、
調
査
票
を

正
確
に
作
成
か
つ
期
限
内
提
出
に

協
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
内
閣
府
の
景
気
判
断
資
料
や

雇
用
保
険
・
労
災
保
険
の
保
険
給

付
額
算
定
の
基
礎
資
料
と
な
る
な

ど
、
各
方
面
で
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
原　

良
明
さ
ん

畭
町
（
79
歳
）

　
松
原
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら

阿
南
市
遺
族
連
合
会
理
事
、
副
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
遺
族
の
慰

藉
事
業
等
に
献
身
的
に
取
り
組

み
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
団
結
の

強
化
や
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
か
ら
、

徳
島
県
遺
族
会
の
理
事
と
し
て
、

英
霊
の
顕
彰
、
遺
族
の
処
遇
改
善

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会

　
加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会
は
、
平
成

25
年
か
ら
最
古
の
四
国
遍
路
道
で

あ
る
「
か
も
道
」「
太
龍
寺
道
」「
い

わ
や
道
」
の
整
備
保
存
や
活
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。
遍
路
道
の
ガ
イ
ド
、

広
報
活
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
小
中
学
校
等
の
学
び
の

活
動
へ
の
参
画
な
ど
を
通
し
て
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

少
年
の
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成

功
労
者
表
彰

■
徳
島
県
防
犯
協
会
長
・
徳
島
県

　

警
察
本
部
長
連
名
表
彰

　
中
山
　
　
栄
（
才
見
町
）

　（
阿
南
少
年
補
導
協
助
員
会
）

青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る
知
事

表
彰

■
徳
島
県
知
事
表
彰

　
井
坂
　
正
昭
（
桑
野
町
）

　（
阿
南
少
年
補
導
協
助
員
会
）

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
銀
章

■�

警
察
庁
長
官
・
全
国
防
犯
協
会

　

連
合
会
会
長
連
名
表
彰

　
山
田
　
好
彦
（
領
家
町
）

　（�

阿
南
地
域
の
安
全
を
守
る
会
会
長
）

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
銅
章

■
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
山
中
　
博
文
（
那
賀
川
町
）

　（�

那
賀
川
北
部
駐
在
所
地
域
の

安
全
を
守
る
会
会
長
）

■
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
知
事
表
彰

　
藤
本
　
芳
徳
（
新
野
町
）

全
国
社
会
福
祉
大
会

■
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

�

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労
者

　
佐
々
木
菜
緒
美
（
羽
ノ
浦
町
）

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
個
人

　
樫
本
　
昌
子
（
福
井
町
）

　
谷
内
　
隆
戒
（
福
井
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

　
海
老
川
サ
ロ
ン
（
新
野
町
）

　�

那
賀
川
町
古
紙
回
収
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
那
賀
川
町
）

　
中
原
た
ぶ
の
き
会
（
上
中
町
）

■
大
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　
井
馬
　
友
子
（
福
井
町
）

　
計
盛
　
栄
子
（
橘
町
）

　
片
山
　
美
幸
（
富
岡
町
）

　
小
山
　
義
教
（
長
生
町
）

　
田
上
　
　
稔
（
長
生
町
）

　
竹
田
　
仁
美
（
羽
ノ
浦
町
）

　
二
宮
　
雅
子
（
那
賀
川
町
）

　
程
野
　
廣
一
（
羽
ノ
浦
町
）

　
森
　
　
眞
一
（
羽
ノ
浦
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
勇
　
　
和
喜
（
福
井
町
）

　
河
路
　
貴
美
（
津
乃
峰
町
）

　
中
崎
　
博
子
（
羽
ノ
浦
町
）

　
花
井
美
智
惠
（
宝
田
町
）

　
原
田
　
律
子
（
見
能
林
町
）

　
福
井
　
章
代
（
領
家
町
）

　
松
田
か
つ
江
（
横
見
町
）

　
松
村
　
啓
司
（
上
中
町
）

　
丸
山
　
敦
美
（
橘
町
）

　
三
間
　
　
忍
（
見
能
林
町
）

　
宮
城
　
恵
美
（
横
見
町
）
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秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

藍

綬

褒

章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章尾崎　範子さん

下大野町（73歳）

三橋　　正さん
羽ノ浦町（66歳）

宮川　　操さん
羽ノ浦町（65歳）

日下　雅史さん
那賀川町（66歳）

庄野　良寛さん
羽ノ浦町（74歳）

褒
章
褒
章

危
険
業
務
従
事

危
険
業
務
従
事

者
叙
勲

者
叙
勲

久米　長明さん
長生町（75歳）

大
臣
表
彰

大
臣
表
彰

総
務
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

国
土
交
通
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

防
犯
功
労
者
表
彰

そ
の
他
の
表
彰

そ
の
他
の
表
彰

社
会
福
祉
表
彰



令和4年秋の叙勲受章者が発表され、
本市では次の方々が受章されました。
その他の表彰等と併せてご披露します。

長年の功績
栄えある受章
おめでとうございます（11月30日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を紹介しています。一部敬称略）
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矢
邊
　
朝
代
（
羽
ノ
浦
町
）

　
山
田
利
恵
子
（
上
大
野
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
個
人

　
荒
野
　
晶
子
（
津
乃
峰
町
）

　
植
原
　
正
昭
（
学
原
町
）

　
鎌
矢
　
　
緑
（
新
野
町
）

　
南
部
　
宣
雄
（
福
井
町
）

　
長
谷
ハ
ル
ヱ
（
富
岡
町
）

　
春
木
　
　
勉
（
宝
田
町
）

　
𠮷
岡
　
千
秋
（
住
吉
町
）

　
渡
邉
　
幸
江
（
橘
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

　
生
谷
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
新
野
町
）

　
公
方
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
那
賀
川
町
）

　
答
島
21
世
紀
会
（
津
乃
峰
町
）

　
長
生
梅
星
座
（
長
生
町
）

　�

原
獅
子
舞
保
存
会�

こ
ど
も
し

し
ま
い
ク
ラ
ブ
（
那
賀
川
町
）

　
べ
っ
ぴ
ん
一
座
（
富
岡
町
）

敬
老
県
民
の
集
い

■
県
知
事
表
彰

高
齢
者
福
祉
功
労
者

　
細
川
　
悦
男
（
中
林
町
）

　
乾
　
テ
ル
子
（
長
生
町
）

友
愛
訪
問
活
動
功
労
者
（
感
謝
）

　
猪
野
千
賀
子
（
橘
町
）

　
岩
佐
　
一
恵
（
吉
井
町
）

　
椋
本
カ
ヨ
子
（
中
林
町
）

　
江
川
　
敬
枝
（
那
賀
川
町
）

■
県
老
連
会
長
表
彰

個
人
の
部

　
谷
　
　
佳
昌
（
大
井
町
）

　
紅
露
　
正
行
（
長
生
町
）

　
前
川
加
代
子
（
黒
津
地
町
）

団
体
の
部

　
長
生
中
央
ク
ラ
ブ
（
長
生
町
）

　�

羽
ノ
浦
老
人
会
第
６
ク
ラ
ブ

（
羽
ノ
浦
町
）

■�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
活

動
賞
」（
団
体
）

　�

富
岡
地
区
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
富
岡
町
）

　
令
和
４
年
11
月
６
日
、
市
役
所

で
「
令
和
４
年
度
阿
南
市
表
彰

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
政
各

般
に
わ
た
っ
て
功
労
の
あ
っ
た
方

や
長
年
に
わ
た
り
公
共
の
福
祉
に

寄
与
さ
れ
た
方
な
ど
24
人
に
表
彰

状
を
贈
り
ま
し
た
。

■�

市
議
会
議
員
と
し
て
満
12
年
以

上
在
職
し
た
方

　
飯
田
　
忠
志
（
長
生
町
）

　
平
山
　
正
光
（
那
賀
川
町
）

■�

30
年
以
上
、
本
市
の
消
防
団
員

と
し
て
活
動
し
た
方

　
浅
野
　
卓
也
（
長
生
町
）

　
阿
部
　
仁
和
（
下
大
野
町
）

　
恵
来
　
憲
一
（
水
井
町
）

　
久
保
　
英
治
（
十
八
女
町
）

　
久
保
　
喜
史
（
十
八
女
町
）

　
西
條
　
誠
人
（
宝
田
町
）

　
平
　
　
圭
介
（
羽
ノ
浦
町
）

　
竹
原
　
正
浩
（
椿
町
）

　
龍
田
　
和
彦
（
下
大
野
町
）

　
谷
　
　
芳
彦
（
大
井
町
）

　
田
村
　
可
雄
（
羽
ノ
浦
町
）

　
長
池
　
仁
史
（
吉
井
町
）

　
森
口
　
秀
樹
（
宝
田
町
）

　
湯
浅
　
　
徹（
小
松
島
市
中
田
町
）

　
若
江
　
信
彦
（
長
生
町
）

■�

市
の
社
会
事
業
等
に
尽
力
し
、

特
に
功
績
が
あ
っ
た
方

　
松
田
　
五
郎
（
宝
田
町
）

　
服
部
　
常
悦
（
新
野
町
）

■�

市
の
公
益
の
た
め
本
市
に
対
し

て
負
担
条
件
の
伴
わ
な
い
私
財

を
寄
附
し
た
方

　
大
久
保
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

　
　
大
久
保
良
治（
徳
島
市
昭
和
町
）

　
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
小
川
　
裕
義
（
上
中
町
）

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
徳
島
支
社
　
支
社
長

　��

　
小
林
　
幸
子（
徳
島
市
東
船
場
町
）

　
阿
南
信
用
金
庫
　
理
事
長

　
　
佐
竹
　
義
治
（
富
岡
町
）

■�

20
年
以
上
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に
取

り
組
み
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
方

　
井
村
　
玉
惠
（
椿
町
）

　
第
51
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
賞
を
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

■
書
道
の
部

　【
市
長
賞
】
由
宇
　
典
代

　【
議
長
賞
】
上
野
　
益
代

　【
教
育
長
賞
】
山
上
　
歩
美

■
日
本
画
の
部

　【
市
長
賞
】
上
田
　
恵
子

　【
議
長
賞
】
瀧
本
美
佐
子

■
洋
画
の
部

　【
市
長
賞
】
染
田
　
節
子

　【
議
長
賞
】
東
　
紀
美
子

　【
教
育
長
賞
】
尾
崎
い
ず
み

■
写
真
の
部

　【
市
長
賞
】
丈
池
　
孝
子

　【
議
長
賞
】
江
口
ひ
ろ
え

　【
教
育
長
賞
】
四
宮
　
義
則

■
彫
塑
・
工
芸
の
部

　【
市
長
賞
】
杉
本
　
公
代

　【
議
長
賞
】
林
　
亜
里
紗

　【
教
育
長
賞
】
森
　
　
宮
子

■
華
道
展
の
部

　【
市
長
賞
】
遠
州

　【
議
長
賞
】
花
芸
安
達
流

　【
教
育
長
賞
】
池
坊

■
寒
蘭
展
の
部

　【
市
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

　【
議
長
賞
】
阿
部
　
光
雄

　【
教
育
長
賞
】
豊
内
　
俊
男

■
俳
句
の
部

　【
市
長
賞
】
近
藤
ヤ
ス
子

　【
議
長
賞
】
喜
来
富
士
子

　【
教
育
長
賞
】
田
木
　
　
勲

■
短
歌
の
部

　【
市
長
賞
】
勢
井
　
恒
子

　【
議
長
賞
】
浅
海
　
弥
生

　【
教
育
長
賞
】
佐
々
木
夫
美

　【
教
育
長
賞
】
原
　
美
智
子

第
64
回
学
童
展　

■�

科
学
経
験
発
表（
１
～
４
年
生
）

の
部

　【
市
長
賞
】
村
上
　
悠
空

■�

科
学
経
験
発
表
（
５
・
６
年
生
）

の
部

　【
市
長
賞
】
祖
父
江
愛
子

　【
教
育
長
賞
】
平
口
　
寧
々

■
科
学
経
験
発
表
（
中
学
校
）
の
部

　【
市
長
賞
】
岩
浅
　
　
花

　�【
教
育
長
賞
】
鳴
瀨
　
康
希
・

　
坂
東
　
瑛
斗
・
南
山
　
瞬
矢
・

　
佐
々
木
　
律

　�【
教
育
研
究
所
所
長
賞
】

　
兼
松
　
莉
音
・
切
塚
　
菜
緒
・

　
大
島
　
奏
菜
・
賀
上
　
心
美

　�【
教
育
研
究
所
所
長
賞
】

　
金
中
萌
々
子
・
宮
崎
　
芽
衣
・

　
奥
野
　
芽
羽
・
岡
久
　
唯
花
・

　
岡
久
　
虹
心
・
鳥
越
　
蒼
偉
・

　
渡
部
　
希
美

市
功
労
者
表
彰

市
功
労
者
表
彰

市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰
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第69回徳島駅伝 がんばれ！阿南市チーム
　3年ぶりに徳島駅伝が、阿南市に帰ってきます。１月
４日に開幕する第69回徳島駅伝で、阿南市を通る南
方コースが復活。例年にも増して力が入る阿南市チ
ームは、合同練習会などに取り組み上位入賞をめざし
ます。令和４年12月10日の選手団結団式で、監督の
和渕孝行さんは、「阿南市の代表として、明るく楽しく
戦う。最後まで諦めることなくメダルを争いたい」と決
意を語りました。選手への温かい応援をよろしくお願
いします。

第69回徳島駅伝コース
第１日(1月4日)　	
海陽町～那賀町～勝浦町～徳島市
　山口小学校前　12：28頃
　キョーエイ上中店前　12：58頃
　ほっともっと羽ノ浦店前　13：09頃
　〔13区間〕 76.5㎞
第２日(1月5日)　
三好市～徳島市
　〔12区間〕 72.5㎞
合計　〔25区間〕149㎞

阿南市チーム監督・選手　
区分 氏名 所属（学校名） 学年 出場回数 区分 氏名 所属（学校名） 学年 出場回数

監督 和渕　孝行 日亜化学工業㈱ － 11

男子選手

櫻田　智也 小松島西高校 1 2

コーチ兼男子選手 島田　紘季 阿南中学校 － 3 濵口　大和 佐久長聖高校 1 3

コーチ兼男子選手 山﨑　優希 日亜化学工業㈱ － 16 一上　稜真 富岡東中学校 3 2

マネージャー兼女子選手 久龍　未空 滋賀県立大学 2 2 川田　愛翔 那賀川中学校 3 2

男子選手（主将） 前田　大悟 JAアグリあなん － 9 久米　満喜 阿南第二中学校 3 2

男子選手

吉田　侑祐 日亜化学工業㈱ － 21 大西　涼介 富岡東中学校 2 1

結城　直哉 日亜化学工業㈱ － 19 河野　陽向 羽ノ浦中学校 2 1

谷川　浩樹 日亜化学工業㈱ － 19 森　　　夏 新野中学校 2 1

國行　麗生 ㈱大塚製薬工場 － 11 篠野　克望 新野中学校 1 1

久米　智宏 新野小学校 － 7 宮城　介乙 阿南第一中学校 1 1

松田　悠陸 阿波銀行 － 7

女子選手

福良　郁美 ㈱大塚製薬工場 － 9

生田　琉海 東京国際大学 3 8 治尾優衣奈 富岡東高校 3 5

奥田　龍星 大塚食品㈱ － 4 湯浅　初音 富岡東高校 2 2

山本　健介 筑波大学 1 5 篠原　小粋 那賀川中学校 3 2

浅野　俊亮 阿南工業高等専門学校 3 1 西内　柚羽 阿南第二中学校 2 1

奥村　流星 小松島西高校 2 2 得野　はな 阿南第一中学校 1 1

東明　佑樹 阿南工業高等専門学校 2 1 西田　　華 羽ノ浦中学校 1 1

家形虎太郎 海部高校 2 1 山田　紗穂 阿南中学校 1 1

選手団結団式（12 月10 日・ひまわり会館）

合同練習会（12 月3 日・JAアグリあなん陸上競技場）



広報 あなん  2023.01   20

問い合わせ　文化会館　☎21ー0808

問い合わせ　文化会館　☎21ー0808

問い合わせ　文化会館　☎21ー0808 問い合わせ　文化振興課　☎22ー1798

東西の浪曲師による話芸をお楽しみください。
日時　1月9日㈷　14：00～（開場13：30）
場所　夢ホール（文化会館）
出演　浪曲師：玉川奈々福、春野恵子
　　　曲師：一風亭初月、広沢美舟
入場料　前売り2,500円 （当日500円増し）
※全席指定席。未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所
　 文化会館、情報文化センター、徳島新聞社事業部（各

販売店でも取り次ぎ）、平惣（徳島店、田宮店、小松島
店、羽ノ浦店、阿南センター店）

本市では令和3年度に「史跡若杉山辰砂採掘遺跡保存
活用計画」を策定し、今後は本格的に整備・活用にむけ
ての取組を実施していきます。ついては、市民と共に

「若杉山辰砂採掘遺跡」の未来を考える場を設けると共
に、本史跡の整備と活用について、一層の理解を深め
ていただく機会とすることを目的とした講演会を実施し
ます。本講演会では全国的な取組事例や、県内ですで
に実施されている史跡の整備活用の実態について、文
化庁および県内の担当者を招き、御講話をいただきま
す。
日時　2月4日㈯
　　　13：30～16：10（開場12：30）
場所　コスモホール（情報文化センター）　
入場料　無料　
講演者
　文化庁文化資源活用課整備部門　岩井浩介さん
　藍住町教育委員会社会教育課　　重見高博さん
　阿南市文化振興課　向井公紀
参加者特典　
　 3月4日㈯に実施する若杉山遺跡現地説明会の専用

申込用紙を配布します。本講演に参加していただい
た方のみを対象とした現地見学会です。定員は40
人、参加者希望多数の場合は抽選とし、結果は後日
はがきで通知します。

上原彩子　ピアノ・リサイタル

東西浪曲競演新春SPECIAL
玉川奈々福、春野恵子「二人会」

講演会
「史跡若杉山辰砂採掘遺跡の

未来を創る」

日時　1月15日㈰　13：30～（開場13：00）
場所　文化会館1階　視聴覚室
入場料　無料（どなたでも入場できます）
講師　 迫田穆成さん（指導者/広島県立竹原高校野球

部監督、如水館高校野球部元監督）

第12回チャイコフスキー国際コン
クールピアノ部門において、女性と
して、また日本人として史上初めて
の第1位を獲得された、上原彩子さ
んをお招きし、ピアノリサイタルを
開催します。
日時　2月11日㈷
　　　14：00～（開場13：30）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料			     

【指定席】一般3,500円、高校生以下2,000円
【自由席】一般3,000円、高校生以下1,500円
※ 各当日500円増し
※未就学児の入場はご遠慮くだ さい。
曲目（予定）
　モーツァルト：ピアノ・ソナタ第11番　イ長調.kv.331
　 トルコ行進曲付き」、リスト：ピアノ・ソナタ　ロ短調

S.178他
チケット販売場所　
　 文化会館、NPO法人夢ホール市民協議会夢つくり

あなん、情報文化センター、徳島新聞社事業部（各販
売店でも取り次ぎ）、平惣（徳島店、田宮店、小松島
店、羽ノ浦店、阿南センター店）、黒崎楽器（本店・阿
南センター）、チケットぴあ（Pコード：229080）

阿南スポーツ文化講演会
迫田先生講演会
「人生と野球の今

～指導者としての歩みの原点～」
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日時　３月５日㈰　8：00受付開始　9：00スタート
場所　スポーツ総合センター
コース
　▶スポーツ総合センター周回コース（2km、3km）
　▶北の脇・淡島シーサイドコース（10km）

参加資格　 小学４年生以上　※家族の部は３歳以上で
成人を含む２人以上の団体

参加料　　無料
※申し込みの際に140円切手が必要となります。
申込方法　 所定の申込用紙に記入の上、スポーツ振

興課へお申し込みください。
　　　　　（スポーツ振興課のみで受付）
受付期間　１月10日㈫～２月３日㈮
申込用紙配	布場所
　 スポーツ振興課、スポーツ総合センター、那賀川・
　羽ノ浦支所、各公民館など
※ 新型コロナウイルス感染防止対策のため、例年と受

付方法が異なりますのでご注意ください。

 　　　

　
限
り
あ
る
人
生
で
、
趣
味
、

好
き
な
こ
と
を
最
高
に
楽
し
め

る
場
所
に
い
つ
か
住
ん
で
、
自

分
が
本
当
に
楽
し
い
と
思
う
こ

と
を
優
先
し
て
過
ご
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま

で
は
、
家
族
の
都
合
で
引
っ
越

し
、
会
社
の

都
合
で
転
勤

し
、
住
む
場

所
を
自
分
で

選
ん
だ
こ
と

が
な
く
、
長

男
が
小
学
校

入
学
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
家
族
み
ん
な
が
楽

し
め
る
環
境
を
考
え
た
移
住
を

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
徳
島
を
旅
行
し
た
時
、
趣
味

の
サ
ー
フ
ィ
ン
、
住
環
境
、
こ

ど
も
の
教
育
環
境
と
、
地
元
の

方
の
優
し
さ
を
感
じ
た
機
会
が

あ
っ
て
、
阿
南
市
を
選
び
ま
し

た
。

　
や
っ
て
み
た
か
っ
た
農
業
を

仕
事
に
選
び
、
見
能
林
町
の

「
情
熱
カ
ン
パ
ニ
ー
」
で
農
作 580

業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
が
育
て
た
新
鮮
野
菜
を
食
べ

る
生
活
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
桑
野
町
の
サ

ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｌ
Ｅ
Ｓ
」
さ

ん
と
の
ご
縁
で
、
長
男
の
小
学

校
の
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て

「
サ
ー
フ
ィ
ン
授
業
」
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
元
の
方
と
、
新
野
町
特
産

の
竹
を
使
っ
た
流
し
そ
う
め
ん

を
楽
し
ん
だ
り
、
野
菜
、
ジ
ビ

エ
を
お
裾
分
け
頂
き
、
お
い
し

い
食
べ
方
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
す
る
機

会
に
恵
ま

れ
、
こ
の
土

地
な
ら
で
は

の
文
化
を
地

域
の
方
と
交

流
し
な
が
ら

知
る
こ
と
が

で
き
て
楽
し
い
で
す
。
最
高
の

景
色
と
波
が
あ
る
所
で
サ
ー
フ

ィ
ン
を
楽
し
み
、
透
明
な
川
で

テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
等

を
捕
ま
え
て
遊
ぶ
な
ど
、
思
い

描
い
て
い
た
以
上
に
、
阿
南
市

の
生
活
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
永
島
侑

志
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

限
り
あ
る
人
生
を

　
思
い
っ
き
り
楽
し
む

新野町
南　慶さん

 

日本シリーズMVP
杉本裕太郎選手の練習、
少年野球教室を公開

第39回阿南健康マラソン大会
参加者募集

プロ野球日本シリーズでMVPを獲得したオリック
ス・バファローズ杉本裕太郎選手の練習、少年野
球教室を公開します。
日時　1月4日㈬　８：30　開場
　9：00～11：30　公開練習
 13：00～13：40　少年野球教室
 13：45～14：30　ホームランコンテスト、
　　　　　　　　 ベースランニングコンテスト
場所　JAアグリあなんスタジアム
※申込不要・入場無料、雨天時は非公開
※ この案内は、少年野球参加者、コンテスト参加

者を募るものではありません。
※ 観覧希望者は球場内観客席での観覧とし、グラ

ウンド内への立ち入りはできません。また、杉本
選手にサインや握手を求めることはできません。

※ 本事業は、阿南市と見能林スポーツ少年団の共
催事業です。

問い合わせ　野球のまち推進課　☎22ー1297 問い合わせ　スポーツ振興課　☎22ー3394

種目 距離 定員
小学生の部 ２km 100人程度
中学生の部 ３km 100人程度
高校一般の部

10km 計400人程度
壮年の部
家族の部 ２km 50組程度

※すべて申込順

©ORIX Buffaloes️
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第11回

青江　秀 氏が発案した「郵便はがき」青江　秀 氏が発案した「郵便はがき」

阿南市の
先覚者たち郵

便
は
が
き
の
考
案
と

　
駅
逓
史
の
編
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

青 

江
　
　
秀

　

青
江　

秀
は
天
保
５
年
（
１
８
３

４
）、
阿
波
国
那
賀
郡
西
方
村
（
現
長
生

町
西
方
）
に
生
ま
れ
た
。
読
書
を
好
み
、

漢
学
塾
で
学
び
神
童
と
う
た
わ
れ
て
い

た
。

　
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
19
歳
で
徳

島
藩
に
出
仕
。
そ
の
才
能
を
見
込
ま

れ
、
長
崎
に
留
学
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
11
月
、
大

蔵
省
に
出
仕
。
大
蔵
省
紙
幣
局
に
勤
務

し
、
紙
幣
の
発
行
に
関
与
す
る
。
明
治

７
年
（
１
８
７
４
）
９
月
、
40
歳
で
退

職
。「
東
京
曙
新
聞
」
の
社
長
と
し
て
活

躍
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）

４
月
に
駅
逓
局
長
の
前
島　
密
に
招
か

れ
駅
逓
局
に
出
仕
。
明
治
13
年
（
１
８

８
０
）
３
月
、
駅
逓
局
御
用
係
を
申
し

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平

成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら
「
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た

ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
27
人
の
先
覚
者
た
ち
を
奇
数
月

に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第10回

付
け
ら
れ
、「
駅
逓
志
稿
」
の
編
さ
ん
を

担
当
す
る
。「
駅
逓
志
稿
」
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
幕
末
ま
で
の
道
路
・
宿
駅
・

公
私
の
旅
行
・
人
馬
の
駅
伝
・
信
書
の

往
来
な
ど
の
発
達
の
概
要
を
ま
と
め
、

さ
ら
に
明
治
の
郵
便
創
業
の
記
録
に
も

及
び
、
明
治
初
期
に
編
集
さ
れ
た
本
格

的
な
「
駅
逓
史
」
と
し
て
は
類
の
な
い

も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
「
駅
逓
明
鑑
」
も
こ
の
年
に

出
版
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）
10
月
の
徳
川
幕
府
の
大
政

奉
還
か
ら
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
ま

で
の
駅
逓
関
係
の
公
文
書
を
編
年
別
・

事
項
別
に
編
集
し
た
唯
一
の
資
料
集
で

あ
る
。

　

青
江
は
短
期
間
の
内
に
「
駅
逓
志

稿
」・「
駅
逓
明
鑑
」
と
い
う
貴
重
な
著

書
の
編
集
の
中
心
に
な
っ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
従

七
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

　
青
江
の
功
績
の
中
で
も
、
今
も
恩
恵

を
受
け
て
い
る
も
の
に
「
郵
便
は
が
き
」

が
あ
る
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
11

月
の
布
告
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
ま
じ
り
で

「
郵
便
ハ
ガ
キ
」
と
書
か
れ
、
現
物
に
つ

け
ら
れ
た
名
称
も
「
は
が
き
」
で
あ
っ

た
。
次
い
で
同
８
年
（
１
８
７
５
）
６

月
の
公
文
書
に
は
漢
字
を
用
い
て
「
端

書
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称

に
つ
い
て
、
同
12
年
（
１
８
７
９
）
ま

次
回
３
月
号
は
、

郷
土
史
研
究
家
の
島
田　

麻
寿
吉 

氏
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課　

☎
22-

１
７
９
８

で
漢
字
の
場
合
は
「
端
書
」
と
記
さ
れ

た
。
12
年
以
後
は
「
葉
書
」
と
書
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
両
者
を
ま
と

め
て
「
郵
便
は
が
き
」
の
名
称
を
考
案

し
た
の
が
、
大
蔵
省
紙
幣
局
に
属
し
て
、

印
刷
の
監
督
を
し
て
い
た
青
江
で
あ
っ

た
。

　
明
治
初
期
、
数
々
の
書
籍
の
編
さ
ん

の
中
心
と
な
っ
た
青
江
。
彼
の
部
下
を

思
う
人
間
性
は
、
関
係
者
の
間
で
、
あ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
明
治
６
年
正
月
、
青
江
の
部
下
が
九

州
に
出
張
し
た
際
、
折
悪
く
百
姓
一
揆

の
集
団
に
遭
遇
し
て
し
ま
う
。
全
身
に

手
傷
を
負
い
な
が
ら
逃
げ
る
も
、
寺
の

境
内
に
て
割
腹
し
て
果
て
た
。

　
事
件
を
知
っ
た
青
江
は
、
部
下
の
家

族
を
訪
ね
、
悲
し
み
に
沈
む
彼
ら
を
激

励
し
た
。
さ
ら
に
自
ら
現
地
に
お
も
む

い
て
部
下
の
壮
烈
な
最
期
の
様
子
を
聞

き
、
慰
霊
の
ま
こ
と
を
尽
く
し
、
帰
京

後
も
遺
族
の
た
め
に
支
援
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
５
月
、
青

江
は
海
軍
省
の
修
史
編
さ
ん
の
た
め
転

勤
を
命
じ
ら
れ
、
編
集
の
中
心
と
な

る
。
そ
の
後
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）

２
月
、
北
海
道
庁
理
事
官
に
任
じ
ら

れ
、
北
海
道
開
拓
の
た
め
尽
力
し
た
。

　
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）、
郷
里
で
あ

る
長
生
町
西
方
に
帰
郷
し
た
が
、
同
年

８
月
27
日
、
病
の
た
め
逝
去
。
享
年
56

の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
全
う
し
た
。



定期イベントはホームページのイベントスケジュールをご覧ください。
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科学センター ☎42-1600  http：//ananscience.jp/science/

１月の休館日　１日㈷〜３日㈫、10日㈫、16日㈪、23日㈪、30日㈪

自分で星座や星について調べ、科学センターのプラネタリウ
ムを使って解説の体験をしてみよう！
日程　①1月29日㈰　②2月26日㈰　③3月25日㈯
時間　①②9：30～11：30
　　　③10：00～11：40または13：00～14：40
対象　小学4年～中学3年
　　　3日間とも参加できる方
定員　6人程度　※応募者多数の場合は選考
料金　1人500円
申込期間　1月13日㈮9：30～22日㈰12：00（必着）
　　　　　※必ずホームページからお申し込みください。
講師　鈴木綾美（科学センター天文職員）

2000 年にノーベル化学賞を受賞された白川英樹博士監
修の実験教室です。電気が通る不思議なプラスチックを
作って、さまざまな実験を行うよ！
詳細はホームページをご覧ください。
日時　２月5日㈰　13：00～16：30
料金　無料
定員　12人（先着順）
申込方法　�1月7日㈯　9：30～　ホームページにてお申し

込みください。（電話申し込みは不可）
講師　荒井眞一郎（科学センター職員）

●新春　凧作り教室 新春　凧作り教室 

おもしろ科学実験 プラネタリウム 天体観望会など

●プラネタリウム教室プラネタリウム教室

●特別実験教室「導電性プラスチックを作ろう！」 特別実験教室「導電性プラスチックを作ろう！」 

科学センター informationinformation

お店では見かけない不思議な形をした「立体凧」を組み立
てて、科学センターの芝生コーナーで凧あげをしましょう！
日時　１月8日㈰　①10：00～　②14：00～
対象　小中学生とその保護者
　　　（小学3年生以下は保護者同伴）
料金　無料
定員　各回20人分（先着順）　※1家族2枚まで。
申込方法　�各回当日9：30～窓口にて整理券をお受け取りください。（事前予約は不可）

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

無料・当日窓口

有料・要申込

無料・要申込
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巡



蔵書点検って何ですか？

蔵書点検とは、図書館内にある全ての資料の
バーコードを 1冊 1冊機械で読み込んで、図
書館のデータベースの情報とあっているかどう
か点検する作業です。期間中ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解ご協力よろしくお願いします。
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巡回日 巡　回　場　所 時　　　間
25日 ㈬ 長 生 公 民 館 13：40～14：10

上 中 セ ブ ン 前 14：30～15：00
26日 ㈭ 福 寿 荘 10：30～11：00

山 口 分 館 14：00～14：30
27日 ㈮ 橘 防 災 公 園 入 口 14：00～14：30

橘 団 地 14：40～15：10
津 乃 峰 保 育 所 15：20～15：50

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせ　那賀川図書館　☎42 ｰ 3111

移動図書館車 「ひまわり号」　１月の巡回日程

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

   巡回日 巡　回　場　所 時　　　間
５日 ㈭ 大 潟 分 館 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 14：50～15：20
６日 ㈮ 阿 南 荘 14：30～15：00
８日 ㈰ 市 役 所 正 面 玄 関 前 11：00～11：30
12日 ㈭ キッチンマル シェ椿 11：00～11：30

椿 泊 漁 協 11：40～12：00
13日 ㈮ 桑野コミュニティセンター 14：20～14：50
18日 ㈬ 大 野 公 民 館 14：30～15：00
19日 ㈭ 新 野 公 民 館 13：50～14：20
20日 ㈮ 福 井 公 民 館 10：50～11：20

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ（ひまわり会館）　◎…ボランティアピアノ演奏

那賀川図書館
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
　場所：おはなしコーナー
◎学生ボランティアによるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～【約10分間】
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　※１月はお休みです。

羽ノ浦図書館
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

図書館カウンター
☆�おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10：30～
　場所：市役所市民交流ロビー
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10：30～
　場所：ひまわり会館

☎ 23-2020

☎ 42-3111
FAX 42-3299

☎ 44-2100
FAX 44-2099

1 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

休 休 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

休 休 休 休 ☆ 休 休 ☆ ☆ 休 ☆ 休 休

図書館カウンター
9:00 ～ 18:00
土日は17:00まで

休 休 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休

蔵書点検による
特別休館日

蔵書点検による
特別休館日

業務内容　図書館窓口業務その他図書館運営に付随する業務
※申込方法など詳しくは、６ページをご覧ください。

問い合わせ　那賀川図書館　☎ 42-3111

蔵書点検中の図書館は、本の貸出、返却など全ての業務が停止
します。
本の返却、予約、貸出期間の延長は、開館している館か図書館
カウンターをご利用ください。※本の予約や貸出期間の延長は、
ホームページからも受付しています。

羽ノ浦図書館　1月16日㈪～20日㈮
那賀川図書館　1月23日㈪～27日㈮

蔵書点検による特別休館日のお知らせ蔵書点検による特別休館日のお知らせ

令和５年度採用予定の会計年度任用職員
（図書館司書・図書館事務員）を募集します



問い合わせ
保健センター
☎２２－１５９０
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親子の絆づくり〝赤ちゃんがき
た！″（BP1プログラム）参加者募集
初めての赤ちゃんを育てているお母さんへ

対象　 生後2～5カ月までの第1子のお子
さんとお母さん（令和4年8月～11
月生まれのお子さん）

日時　1月19日㈭、26日㈭、2月2日㈭、
　　　9日㈭　各回13：00～15：00
　　　(週1回の4回連続講座)
※ 県内・市内の新型コロナウイルス感染拡

大が懸念される場合は日程を変更する
ことがあります。 

場所　ひまわり会館1階　健康ルーム
定員　5～10組（先着順）
参加費　無料
持参物　 バスタオル・おくるみなど（赤ちゃ

んを寝かせる敷物）、ミルク・オム
ツ・着替えなど（赤ちゃんのお世
話に必要な物）、母子健康手帳
など

※要申込。BP1プログラム
　申し込みフォームから
　お申し込みください。

市内の指定の地区で集団の
肺・大腸がん検診を行います

医療機関での大腸がん検診は12月15日
で終了しています。下記日程の集団検診
では、肺がん・大腸がん検診を同時にお
受けいただけますので、ぜひご利用くださ
い。
★1月25日㈬
　①場所　津乃峰総合センター
　　時間　9：00～10：00
　②場所　福井公民館
　　時間　11：00～12：00
★2月10日㈮
　①場所　大野公民館
　　時間　9：00～10：00
　②場所　新野公民館
　　時間　11：00～12：00

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、完全予約制で実施しています。人数制
限があり、当日受付はしていませんのでご
注意ください。
検診日2週間前までに総合健診センター
(☎088－678－3557)へご予約ください。
※ 現在、順次予約が埋まっているため、予

約時に空きがない場合もあります。ご了
承ください。

子宮頸がん・乳がん検診
３種類の無料券

①子宮頸がん無料クーポン券
　（今年度21歳の女性）
　有効期限　２月末まで

②乳がん検診無料クーポン券
　（今年度41歳の女性）
　有効期限　２月末まで

③HPV検査無料受診券
　（今年度31歳、36歳、41歳の女性）
　有効期限　３月末まで
　※ HPV検査は子宮頸がんを引き起こ

すウイルスの検査です。

※ 対象者の方には昨年の6月末頃に無料
クーポン券を郵送しています。受診の際
にお持ちください。

※ 紛失した方は、再発行できますのでお
問い合わせください。

〈完全予約制〉阿波踊り体操教室

日時　１月25日㈬
　　　10：00～11：00（受付9：30～）
場所　健康づくりセンター2階　健康広場 
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方
　　　（年齢制限なし）
定員　15人（先着順）
参加費　無料
持参物 　飲み物、タオル、マスク着用、
　　　　健康手帳（お持ちの方）
※ 事前にご予約ください。開始前に健康

チェックをします。風邪様症状等がある
方は参加を控えてください。キャンセル
の電話は当日までにお願いします。

〈子宮頸がん検診〉
対象　 20歳以上の女性で、令和4年度が

ん検診等受診券に「R03済」の印
字や「受診済」の印がない方

場所　下記の場所からお選びください。
市内医療機関（要予約）
◦阿南医療センター ☎28－7777
◦木下産婦人科内科医院 ☎23－3600
◦森本内科胃腸科 ☎23－1002

〈乳がん検診〉
対象　 40歳以上の女性で、令和4年度が

ん検診等受診券に「R03済」の印
字や「受診済」の印がない方

①市内医療機関（要予約）
◦阿南医療センター ☎28－7777
◦岩城クリニック ☎23－5858
②集団検診
※ 完全予約制で人数制限があります。当

日受付はできません。総合健診センター
（☎088－678－3557）へ2週間前まで
にご予約ください。

日程　1月30日㈪、2月8日㈬、17日㈮
受付時間　8：30～12：00

13：00～16：00
場所　健康づくりセンター
　　　（宝田町荒井6番地１）
★ 骨粗しょう症検診、大腸がん検診も同

時受診できます。また、2月17日㈮のみ
肺がん検診も受診可能です。お早めに
ご予約ください。

★ 現在、順次予約が埋まっているため、予
約時に空きがない場合もあります。ご了
承ください。

〈市外の医療機関で子宮頸がん・
乳がん検診を受診される方へ〉
市外指定医療機関は多数あります。
詳しくは市ホームページ「令和4年度がん
等の検診」内の「県内子宮頸がん・乳が
ん検診実施機関（PDF）」をご覧ください。
または保健センターまでお問い合わせくだ
さい。
※ こちらの2次元コードからもご確認いた

だけます。

また、市外指定医療機関で受診される場
合は必ず保健センターへ検診票を取りに
お越しください。

健康健康いきいきいきいき情報情報

対象者限定!

＋＋  献血にご協力ください（１月）
実施日 採血場所 所在地 採血時間

3日㈫ フジグラン阿南 領家町 10：00～12：30
14：00～16：00

※400㎖献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　 ☎088－631－3200



　　   地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

● 新型コロナウイルス感染症対策として9：00
～12：00での予約制となっています。詳細
等は各子育て支援センターまでお問い合わ
せください。

★ 1月1日㈰～4日㈬まで年始のためお休みで
す。9日㈪は祝日のためお休みです。

すまいるひろば　☎22－8099
宝田こどもセンター　平日9：00～12：00

5日㈭～12日㈭　  お正月あそび
16日㈪～19日㈭　身体計測
23日㈪～26日㈭　鬼のお面作り
30日㈪～31日㈫　豆まきごっこ
※毎週水曜日は行事の代わりに園庭開放
　（10：30～11：10）をします。
※毎週金曜日は、行事はありません。

ふれあいひろば　☎28－1725
橘こどもセンター　平日9：00～12：00

5日㈭～6日㈮　　 身体計測をしよう
10日㈫～13日㈮　おはなしだいすき
17日㈫～20日㈮　新聞紙遊びをしよう
24日㈫～31日㈫　鬼のお面を作ろう
※毎週月曜日は、行事はありません。

ひだまりひろば　☎36－2241
新野こどもセンター　平日9：00～12：00

10日㈫～13日㈮　お正月遊びをしよう
16日㈪～20日㈮　身体計測
23日㈪～27日㈮　鬼のお面を作ろう
30日㈪～2月3日㈮　豆まきごっこ
※5日㈭、6日㈮は、行事はありません。

にこにこひろば　☎42－0720
今津こどもセンター　平日9：00～12：00

5日㈭～13日㈮　  絵本の読み聞かせ
16日㈪～20日㈮　身体計測
23日㈪～27日㈮　作って遊ぼう
30日㈪～2月3日㈮　鬼のお面を作ろう

なかよしひろば　☎21－2002
平島こどもセンター　平日9：00～12：00

10日㈫～13日㈮　たこを作ろう
17日㈫～20日㈮　ジャンプしよう　　
24日㈫～31日㈫　身体計測
※ 毎週月曜日、5日㈭、6日㈮は、行事はありま

せん。

みんなのひろば　☎44－5059
岩脇こどもセンター　平日9：00～12：00

10日㈫～13日㈮　おはなしを聞こう
16日㈪～20日㈮　一緒にあそぼう
23日㈪～27日㈮　おおきくなったかな
30日㈪～2月3日㈮　節分ごっこ
※毎日11：00～お話タイムです。
※5日㈭、6日㈮は、行事はありません。

つどいの広場・すくすくin阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の場で
す。ぜひお越しください。
時間　9：30～11：30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　6日㈮、10日㈫、13日㈮、20日㈮、24日㈫、
　27日㈮
問 こども課　☎22－1593

令和5年度　阿南市病児・病後児
保育利用登録証の更新について　

病児・病後児保育利用登録証について、令和
５年度利用希望調査を行います。令和4年度
阿南市病児・病後児保育利用登録者へは案
内文を送付しますので、令和5年度の利用を
希望される方については、ご回答をお願いしま
す。詳細は案内文をご覧ください。
提出書類　令和５年度病児・病後児保育
利用登録証　更新希望調査票　１枚
回答方法　①こども課窓口へ提出
　　　　　②こども課宛、郵送にて提出
　　　　　③電子申請サービスにより回答
　　　　　　（更新希望調査票の提出は必
　　　　　　要ありません）
※ 市ホームページ　病児・病後児保育のペー

ジにも、案内を掲載しています。
回答期限　1月27日㈮　
問 こども課　☎22－1593

家庭児童相談、児童虐待相談
主に18歳未満の児童を対象に心身の発達に
関すること、家庭での教育問題、学校生活で
の心配事、児童虐待に関することなどの相談
専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9：00～16：00　
問 こども相談室　☎22－1677

おひさまひろば
平日 9：00～12：00　13：00～16：00

10日㈫～20日㈮　お正月あそびをしよう
17日㈫　　　　　英語であそぼう
23日㈪～27日㈮　発育計測　
24日㈫　　　　　お誕生日会
27日㈮　　　　　おはなしコロリン
※1月6日㈮までは休園となります。
問 阿南市子育て家庭支援センター
　 羽ノ浦町明見295番地1　☎44－2205
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― 「ポジティブな行動支援」 ―

　「ポジティブな行動支援」という言葉
をご存じですか。ポジティブな行動支援
とは、子どもの望ましい行動に着目して、
これを積極的に伸ばしていく教育的アプ
ローチで、現在、徳島県の多くの学校や
幼稚園等で実践されている取組です。こ
のポジティブな行動支援をご家庭でも取
り入れてみてはいかがでしょうか。
  ポジティブな行動支援では、まずは子
どもの「できているところ」を見つけだ
し、認めて、ほめることからはじまりま
す。すると、子どもに自信や達成感が生
まれ、さらに望ましい行動が増えていき
ます。
  「子育てをしていると、ついイライラし
てしまいます」という保護者の方々の声
への解決策として、子どもの行動そのも
のを見るのではなく、どうして子どもが
このような行動をしてしまうのか、その
理由を考えることが大切です。
  そして、望ましい行動を引き出す工夫
を行動の前に設定し、望ましい行動が見
られたら、その行動の後に子どもがメリッ
トを得られるような工夫を設定します。
そうすることで、望ましい行動を増やし
たり、維持したりできるようになります。
そこでポイントとなるのが、「伝え上手
名人」と「ほめ上手名人」です。ネット
に「ポジティブな行動支援保護者用リー
フレット」があげられていますので、ぜ
ひ検索してみてください。
  ほめる・認める・励ますことを大事に
して、子育てしていきましょう。
　　　　　　　　　　　 　学校教育課

て育子 一言 メ モ

て育子 ひ ろば



市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。市民
情報

ひろば ひろば 
の

阿南文化奨励賞受賞
田村元帥 佐竹夏実
二人書展
期間　1月20日㈮～29日㈰　
　　　10：00～17：00
　　　※最終日は15：00
　　　　まで
場所　市役所1階　多目的スペース
問  阿南市文化協会
　 ☎070－3794－2453

阿波人形浄瑠璃　
中村園太夫座写真展

江戸末期より伝わる伝統芸能・阿波人形浄瑠
璃の写真展を開催します。ぜひご覧ください。
日時　1月13日㈮～18日㈬　
　　　10：00～17：00
場所　市役所1階　多目的スペース
問  阿南市文化協会　
　 ☎070－3794－2453

阿波人形浄瑠璃
中村園太夫座公演 
日時　1月29日㈰
　　　13：00～
場所　夢ホール（文化会館）
内 容　寿三人三番叟（赤松
　座）、阿波遍路恋唄（中村
　 園太夫座）、傾城阿波の鳴門  順礼歌の段
（新野中学校）、一谷嫩軍記  熊谷陣屋の段
（中村園太夫座＋赤松座）
入場料　200円　※小中高生無料
※未就学児は入場できません。
チ�ケット販売場所　平惣書店（羽ノ浦店・セン

ター店）、文化会館、情報文化センター
問  文化振興課　☎22－1798

「元気な仲間たち交流会」in阿南
小さな店だからこそ、輝くチャンスが

ある・価値がある

県内の魅力的な活動や取組から、地域を動か
すまちづくりを学びます。
日時　1月23日㈪
　第1部　14：00～16：30

事例発表・パネルディスカッション
　第2部　17：00～19：00

意見交換会、懇親会
参加費　4,000円（当日集金）

場所　ホテル石松
コーディネーター　

堀部貴子さん（コメンテーター）
パ�ネリスト　井原まゆみさん（NPO法人あわ・

みらい創生社）、武田康弘さん（武田石油）、
徳原　香さん（㈱あわわ「めぐる」編集長）、
坂東愛佳さん（雑貨店Bancdoux）

　　　　  申込はこちらから⇒
申込締切日　1月13日㈮
問  阿南商工会議所
　 ☎22－2301

第12回　羽ノ浦
新春凧揚げ大会

お正月は広い野原の
下で凧揚げを楽しもう！おやじ塾農園の〝おい
しい焼いも〟プレゼント(200個まで)。
日時　1月3日㈫　10：00～14：00
　　　※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第3緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
※凧揚げをする方は手袋を用意してください。
問  羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 ☎090－5717－7334

お酒で悩んでいませんか  巻き込まれていませんか

お酒に関する相談・例会
お酒は1人ではやめられません。やめるにはお
酒に関する理解と仲間が必要です。一度、相
談・例会の見学に来てみませんか。
日程　▶1月11日㈬　18：30～20：00

羽ノ浦公民館
　　　▶1月13日㈮　18：00～20：00

ひまわり会館
　　　▶1月27日㈮　18：00～20：00

ひまわり会館
例会の内容　初心にかえる
問  NPO法人徳島県断酒会事務局
　 ☎088－641－0737

阿南市Ｂ＆Ｇ海洋センター
２月のイベント

●ハワイアンダンス教室
日時　2月4日㈯　10：00～11：00
参加費　500円　定員　15人
講師　わけべのりこフラスタジオ 安室英子さん
●お菓子づくり教室
日時　2月11日㈯　10：00～12：00
参加費　700円　定員　8組
講師　手作りパン＆お菓子教室‘aiko’
　　　上家愛子さん
●親子で体験！海辺のまなびや
　（アンモナイト化石のレプリカを作ろう）
日時　2月12日㈰　13：00～15：30
対象　小中学生とその保護者
参加費　500円　定員　10組
講師　 牟岐少年自然の家　海洋環境学習ア

ドバイザー　中島茂範さん
●ドローン体験会
日時　2月18日㈯　10：00～12：00
参加費　無料　定員　10組
講師　 Boon Drone　坂本義則さん、日亜化

学工業ドローン部　松原裕生さん
●刺身づくり教室
日時　2月19日㈰　10：00～12：00
参加費　500円　定員　10組
講師　稲村健一さん
〈共通事項〉
場所　うみてらす北の脇2階　研修室
申込方法　電話での申し込み（先着順）
問  スポーツ振興課　☎22－3394

阿南市おはなしボランティア
ネットワーク勉強会 

日時　1月14日㈯　10：10～12：00
場所　那賀川図書館　視聴覚室
内容　絵本講座「科学絵本を楽しむ」
講師　 藤井則子さん、庄野昭子さん
　　　（高松子どもの本の会）
参加費　無料　※申込不要
問 阿南市おはなしボランティアネットワーク 
　 佐々木　☎090－8975－4986

阿南ファミリー・サポート・センター
●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作りや
地域の情報交換など、保健師さんも来てくれて
計測や相談に応じてくれます。妊婦さんも歓迎！
日時　1月25日㈬　10：00～11：30
場所　ひまわり会館1階　すこやかルーム
問  阿南ファミリー・サポート・センター
　 ☎24－5550

津峯神社初詣（約10㎞） 
開催日　1月14日㈯
日程　 9：30夢ホールに集合し、見能林町側

から津峯神社へ上ります。帰りは、津乃
峰町側に下り、15：00頃「赤鳥居前」
で解散予定です。津峯山（標高284m）
への上り、下りあり。

参加費　300円　※当日受付です。
※駐車場は、夢ホール周辺で案内します。
問  阿南歩こう会　新川　☎22－3188

あなんで映画をみよう会　冬例会 
「ぼけますから、よろしくお願いし

ます～おかえりお母さん～」 
2018年観客動員数20万
人を超える大ヒット。日本中
を深い感動で包んだあの物
語には続きがあった！
日時　1月15日㈰　
　　　①10：30～12：11
　　　②13：30～15：11
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）

入場料
前売り 当日

一般・大学生・専門学校生
1,000円

1,300円

60歳以上 1,100円

小中高生、
障がいのある方 − 500円

会員 − 800円

チ�ケット販売場所　文化会館、情報文化セン
ター、平惣書店（センター店、羽ノ浦店、徳島
店）、中富書店、フジグラン阿南、アピカ

問 あなんで映画をみよう会
　 ☎090－2788－5465
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市民の情報ひろばへの掲載について　掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。

３月号の締め切りは１月31日㈫です。メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

お知らせ
飲酒運転防止について 

年末年始はお酒を飲む機会が増えると思いま
すが、飲酒運転は絶対にしないように気を付
けてください。
お酒を飲む場合は、以下の点に注意しましょ
う。
●ハンドルキーパーを確保する
●自転車（軽車両）も乗ってはいけない
●二日酔いに注意する
●少しでも飲んだら絶対に乗らない
問  阿南警察署　☎22－0110

若者の「働く」を応援します 
とくしま地域若者サポートステーションは、厚生
労働省より委託を受け、働くことを希望してい
る15～49歳の若者無業者等およびその家族
を対象とした就労支援機関です。個別相談
や、就労に向けた各種講座、職業適性検査等
の実施、また職場見学や職場実習を行ってい
ます。
●ハローワーク阿南で出張相談会の開催
日時　1月13日㈮　13：30～16：00
場所　ハローワーク阿南　会議室
※ 事前予約制
問  とくしま地域若者サポートステーション
　 ☎088－602－0553

特別職国家公務員
募集説明会 

防衛省では、災害派遣や国際貢献
等で活躍する自衛官を募集していま
す。自分を生かせる100を超える職種と、段階
的な育成制度で社会に貢献します。一度お話
を聞いてみませんか。ご都合の合わない方は
別日の調整も可能です。
日時　1月14日㈯、15日㈰
　　　9：00～16：00（1人30分程度）
場所　 自衛隊徳島地方協力本部阿南地域

事務所（富岡町内町164番地1　内町
会館1階）

問  自衛隊徳島地方協力本部阿南地域事務所
　 ☎22－6981

初級短期英会話③受講生募集
英会話が初めての方や興味のある方の参加を
お待ちしています。ALT（外国語指導助手）の
先生が優しく、丁寧に教えます。
日時　 1月19日㈭から3月2日㈭まで毎週木曜

日（全6回）　19：30～20：45
場所　那賀川社会福祉会館
　　　（那賀川町苅屋357番地1）
対象　�市内に在住または市内の事業所に勤

務している方（学生は除く）
定員　15人（先着順）　参加費　無料
講師　ヘイブンさん（ALT）
申込締切日　1月13日㈮
問  那賀川社会福祉会館　☎42－3319

女性限定の農機具講習会
参加者募集

日時　2月25日㈯　10：00～12：00
場所　 中四国クボタ　徳島南部サービスセン

ター（那賀川町上福井南川渕25番地3）
内容　 トラクター、管理機の使い方を学べま

す。
　　　※ 天候等により内容が変わる場合があ

ります。
参加資格　市内在住の女性
参加料　無料
申込期間　1月4日㈬～27日㈮
　　　　　※土、日、祝日を除く
定員　12人　
　　　※ 応募者多数の場合は抽選し、2月上

旬までにお知らせします。
主催　徳島県農業委員会女性協議会
問  （一社）徳島県農業会議
　 ☎088－678－5611

南部テクノスクール受講生募集  
訓練科　 ITスキルアップ科（高齢求職者スキル

アップ・スキルチェンジコース）
内容　ワード、エクセル等（基礎）
定員　 12人（応募状況により、訓練が中止と

なることがあります。）
対象　 概ね60歳以上の離転職者等で、公共

職業安定所長から受講あっせんを受け
ることができる方

訓練期間　2月27日㈪～4月26日㈬
　　　　　（原則、土・日・祝日は休校日）
訓練時間　9：00～15：50
訓練場所　四国進学会阿南校
　　　　　（富岡町今福寺3番１）
受講料　 無料　※テキスト代税込7,920円程

度は自己負担
申込期間　1月10日㈫～2月9日㈭
申込先　 居住地を所管する公共職業安定所

へ
問  公共職業安定所または
　 県立南部テクノスクール　☎26－0250

阿南こども将棋教室会員募集
初心者大歓迎です。駒の動
かし方、ルールが分からなく
ても講師が分かりやすく指導
します。将棋は青少年の論理的思考力、集中
力、礼儀作法を養い向上させます。
ただいま会員募集中です。お友達もたくさんで
きます。どうぶつ将棋もできます。�
日程　土曜日　10：00～12：00
　　　（要問い合わせ）
場所　ひまわり会館3階　和室
対象　 4歳から高校生まで （こどもと一緒に習

ってみたい大人の方もお気軽にお問い
合わせください。）

※ 日程、申込方法等、詳しくはお問い合わせく
ださい。

問  日本将棋連盟普及指導員　
　 ☎090－6888－5686

サンアリーナ温水プール
こども水泳講座

1～３月期間限定クラス増設
増設クラス
▶土曜日（特別クラス1）10：40～11：30
▶日曜日（特別クラス2）10：40～11：30
対象　就学前年中～小学生で初心者の方　
定員　各クラス15人
料金　1カ月4,400円
申込方法　 申込用紙を記入してください。先

着順で受け付けし、定員になり次
第締め切ります。

※ 1月以降でも空きがあれば
　お申し込みいただけます。
受付時間　13：00～19：30
問  スポーツ総合センター
　 サンアリーナ　☎22－8733

イベント
あわしまマルシェ

とれたて魚介類から新鮮野菜やスイーツ、雑
貨。阿南の有名店も出店。お子さま向けには
ポップコーンや綿菓子も大好評。広々駐車場
完備しています。
日時　1月15日㈰　10：00～14：00
場所　淡島海岸横亀崎漁港
会場内でフリーマーケットを開催します！出店
者を先着12人で募集。出店のご応募は実行
委員会への電話にてお願いします。出店料と
して500円頂きます。
問  あわしまマルシェ実行委員会
　 篠原　☎090－6284－1955

節分の練りきり体験
～可愛い、美味しい和菓子～ 

白あんやもち粉で作る
練りきりに、色付けして、

「鬼さん•おたふく•梅」
を2個ずつ作りましょう。
日時　1月24日㈫
　　　13：00～
場所　M'sパンダ工房
　　　（羽ノ浦町古庄中川原25番地13）
定員　5～6人
参加費　2,500円　※要予約
問  M'sパンダ工房　☎090－5912－3294

川口ダム自然エネルギーミュージアム　
工作教室「ミニ凧」

扇風機や屋内で飛ばす手のひらサイズの凧を
作ろう！
日時　1月14日㈯～29日㈰の土、日曜日
　　　9：30～16：30
場所　川口ダム自然エネルギーミュージアム
材料費　50円　※事前申込不要
問  川口ダム自然エネルギーミュージアム
　 （那賀町吉野字イヤ谷72番地1）
　 ☎0884－62－2209

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。



　　　　　

�

問い合わせ　かもだ岬温泉保養施設　☎21ー3030

かもだ岬温泉をかもだ岬温泉を
ご利用くださいご利用ください

今月の風呂の日
フ ロ

申し込み・問い合わせ
野球のまち推進課　☎22ー1297

スポーツ総合センター
（温水プール）

1・2・3・10・16・23・30日

那賀川スポーツセンター 1・2・3・4・11・18・25日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・10・16・23・30日      
JAアグリあなん運動公園 1・2・3・10・17・24・31日      

スポーツ施設　１月の休館日あぶない！ こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

173 件
0人
14 人

（1,956）
（4）

（148）

救　　急 件　　数
搬送人員

274 件
260 人　

（3,316）
（3,123）

火　　災 件　　数 1件 （29）
●阿南署管内令和４年 11 月分。カッコ内は 1 月からの累計。

１月

26
一般入浴料
半額！

■展示コーナー　10：00～20：00
　※�各展示とも展示入れ替えのため、初日は12：00から
開始、最終日は12：00までに終了します。

　○賀上書道教室書道展� 4日㈬～15日㈰
　○和布で綴る� 17日㈫～29日㈰
　○水彩仲間の作品展� 31日㈫～2月12日㈰
■体験コーナー
　✿�お散歩がま口
　　15日㈰　13：30～
　　【申込締切日】13日㈮　　【参加費】1,500円　
　　【定員】10人　　【持参物】縫製道具（あれば）
　✿ガラスドームアレンジを作りましょう
　　29日㈰　13：00～
　　【申込締切日】27日㈮　　【参加費】3,000円
　　【定員】9人　　【持参物】なし
展示会・体験会　開催希望者募集中

申し込み・問い合わせ
光のまちステーションプラザ　☎24ー3141問い合わせ　教育総務課　☎22ー3299

11月定例会（11月24日開催）で、次の内容につ
いて審議し、承認されました。

●教育長報告
　①�各種研究発表会等について（就学前人権教育研
究発表会、市中学校音楽祭、小学校人権教育
研究発表会、市小学校音楽会）

　②�中四ブロック緊急消防援助隊合同訓練について
　③�阿南市文化祭　学童展について
　④阿南市表彰式について
　⑤ふれあいオープン教室について
　⑥県・市町村教育委員等研修会について
　⑦NITTAIDAI×自治体フォーラム2022について
　⑧阿南市老人体育大会について
　⑨管区別教育長会について
　⑩第28回阿南市識字学級交流集会について
●「阿南市立小・中学校再編基本計画」策定に係る
　取組の実施状況について
●�阿南市Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理者選定委員会
の選定結果について
●�第69回徳島駅伝について
●�市議会第２回臨時会の議案等について
����※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。

野球審判員養成講習会　参加者募集
日時　１月29日㈰　13：30～16：00
場所　�あななんアリーナ（JAアグリあなん健康運動

公園内屋内多目的施設）
対象　高校生以上の方
講師　徳島県軟式野球連盟審判部
内容　�審判員としての心構え。ルール、ジェスチャー

などの基本動作習得
服装等　野球帽、運動のできる服装、シューズ等
持参物　筆記用具、お茶等の水分
参加費　無料
申込方法 　申込用紙（野球のまち推進課備え付け）に

必要事項を記入の上、送付してください。
申込用紙は市ホームページからダウンロー
ドすることもできます。

申込締切日　１月20日㈮

かもだ岬温泉は県内屈指のかもだ岬温泉は県内屈指の
天然温泉です。天然温泉です。
ゆったりとおくつろぎください。ゆったりとおくつろぎください。

１月の休館日
4日㈬、5日㈭、
6日㈮、10日㈫、
16日㈪、23日㈪、
30日㈪

教育委員会定例会だより

光のまち ステーションプラザ １月の催し
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軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00

防災行政無線からの放送内容を電話で確認することが
できます。通話料は利用者の負担になります。

１月の夜間・休日診療

防災行政無線の自動電話応答サービス   ☎28-9000

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してください。
　当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番 18：00～22：00（日曜祝日は17：00～）
　当番医療機関の問い合わせは
　阿南市消防本部　☎22ｰ1120
　音声案内　☎22ｰ9999まで
　または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。

●小児救急医療体制
　�受入日や時間帯は徳島県ホームページ「医療とくしま」
にてご確認ください。

■�国民健康保険税（第８期）
納期限は、１月31日㈫です。
納め忘れのないようにしましょう。

１月の延長・日曜窓口
市税の納付および分納等の納税相談を受け付けて
います。
※�課税内容のご相談については、平日開庁時間内に
対応しています。

延長窓口　18日㈬　17：15～19：15
正面玄関からお越しください。

日曜窓口　29日㈰　8：30～17：00　
東玄関からお越しください。

問い合わせ　税務課納税係　☎ 22-1792

４日㈬、18日㈬　17：15～18：15
●�住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身
分証明書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民
税公課証明書、軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）�
問い合わせ　市民生活課　☎ 22-1116

日 医 療 機 関 名 所在地 問い合わせ
１日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
２日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
３日 富永医院 羽ノ浦町 ☎ 44―2123
８日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
９日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
15日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
22日 林整形外科 見能林町 ☎ 23―6060
29日 宮本病院 羽ノ浦町 ☎ 44―4343

１月の市税

１月の平日延長窓口

1月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ５日㈭
�13：30～ 16：30　 �市役所１階　相談室
�１カ月前から　 �市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 10日㈫、24日㈫
�9：30～11：30　 �市役所２階
�市民生活課　☎ 22―1116

司法書士による法律相談（要予約） 20日㈮ 
�14：00～ 16：00　 �ひまわり会館
�徳島県司法書士会　☎088―657―7191（相談予約電話）

※１人 30分まで。

消費生活相談（来所時は要電話） 平日開館
�9：30～16：30　 �社会福祉会館3階（阿南駅南隣）
�消費生活センター　☎ 24―3251

人権相談  18日㈬
�13：30～ 16：00　 �ひまわり会館�
�人権・男女共同参画課　☎ 22―3094

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
�10・13・24・27日　 �10：00～ 16：00
�17・31日　 �10：00～ 17：00
�21日　 �10：00～15：00（オンライン・電話）
�市役所５階　相談室　 �随時
�相談予約電話（人権・男女共同参画課）��☎22―0361

年金相談（要予約）  12日㈭
�9：30～ 15：30　 �市商工業振興センター
�１カ月前から電話による完全予約制
�徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※２月の相談日はありません。

心配ごと相談  16日㈪、23日㈪、30日㈪
�10：00～ 15：00�　 �ひまわり会館１階
�社会福祉協議会　☎ 23―7288

空き家・空土地有効活用相談会（要予約） 10日㈫
�10：00～12：00�　 �市役所2階　市民交流ロビー
�６日㈮までに
�徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎ 24―9981
　�または住宅課　☎ 22―3431

中小企業の経営相談会（要予約） 19日㈭
�10：00～ 16：30　 �市役所 2階　208会議室
�前日までに徳島県よろず支援拠点へ
�徳島県よろず支援拠点　☎ 088―676―4625
または商工政策課　☎ 22―3290

�開催日�　 �時間�　 �場所�　 �予約受付�　 �問い合わせ先

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合があります。 
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206会議室（10日）
204会議室（24日）
※１人20分まで。
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小中学校教育　情報モラル教材を活用
　LINEみらい財団と連携し、情報モラル教材「GIGAワークブック
あなん」を使用した公開授業を11月16日に岩脇小学校で実施。児
童は、教材でインターネットの特性や問題点などを学びました。

未来のホームラン王だ　eスポーツイベント開催
　11月27日、JAアグリあなんスタジアムで「野球のまち阿南」ｅ
スポーツ推進事業を開催。参加者は、ゲーム「実況パワフルプロ野
球」で杉本裕太郎選手を使用し、ホームラン数を競いました。

消防団体験　地域を守る心を育む
　消防団の活動を知ってもらう「1日消防団体験」を11月28日に
津乃峰小学校で実施。同校5年生19人が、放水体験や消防車両
の見学などを通して、地域を守る消防団の活動を体験しました。

阿波の大地牛　牛枝肉コンクールで最優秀賞
　第18回全日本牛枝肉コンクールで、阿南肉牛部会立田牧場出品
牛が交雑の部最優秀賞に輝きました。代表の立田美千雄さんは、「こ
れからも安全安心で美味しい牛肉を届けたい」と話していました。

産業に勢いを　県内外から90団体出店
　活竹祭＆JAアグリあなん祭が11月26日、27日にJAアグリあな
んで開催され、各日12,000人以上の方が来場。県内外から約90団
体が出店し、来場者は買い物、ステージイベントなどを楽しみました。

明るく住みよいまちづくり　人権フェスティバル開催
　人権フェスティバルが12月4日に文化会館、富岡公民館で行わ
れ、LGBTや家族の在り方を問う映画の上映のほか、人権啓発標語・
ポスターや作文の展示、優秀作品の表彰式などが行われました。

日本の渚100選にも選ばれた北の脇海水浴場から望む日の出。
朝日が海面に映り込み、太陽の光の道ができます。

表
紙
説
明

フェイスブック阿南市公式ライン インスタグラム

阿南市のライン公式アカウン
ト、フェイスブック、インスタ
グラムなどでも阿南市の最
新情報をお届けしています。




